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第一章　仮想敵は元カノ












　山の中にありながら木々がぽっかりと空いたスペースを騎士たちが行き来している。忙しなくいくつもある天幕を出入りする者、己の武器を手入れする者、馬の世話をする者、――――その中に、革の胸当てを付けた女性が紛れていた。まだ若く、場違いな印象も受けるが、他の騎士たちと同様れっきとした遠征部隊の一員である。彼女――アデーレ・ウーリーは、見習い魔法士であるものの、こうやって騎士とともに遠征任務に参加するのは初めてではない。生まれ育った環境もあって、そこらの新人騎士よりはよほど場慣れしていた。

「はー……、いい天気」

　のんびりとした声を出して、雲一つない空を見上げたアデーレは、その声とは裏腹に手をテキパキと動かしていた。丸々と太った山鳥の羽を慣れた手つきで毟むしり、その臓物を迷いなく引っ張り出す姿に、若い騎士の何人かが顔色を青くする。

（もう遠征も明日で終わるっていうのに、まだ慣れないんだ）

　青ざめた者たちが、全て見慣れない新米騎士であることを確認すると、アデーレは解体用ナイフを片手に「手が空いているようでしたら、手伝っていただけますか？」と外向きの笑顔を向けた。だが、にこやか過ぎる表情と手元で行われている血生臭い解体作業のギャップに恐れをなしたのか、新米騎士達は「別の仕事がありますから！」などと言い訳をして慌てて離れていった。

「おいおい、新人をいじめるなよ？」

「違いますよ。自分で解体してみたら慣れるかなって思っただけで」

　顔馴染みになっている壮年の騎士の揶揄に、アデーレは真面目に答えた。自分達で食べる肉なんだから、少しぐらいボロボロになったって笑って済まされるだろうと思っただけなのに、と呟きながら、行軍途中に毟っておいたハーブを肉にこすりつける。ほんの一手間だが、これをするだけで、口に入れたときの香りが変わる。逆にこれに慣れてしまうと、ハーブ抜きでそのまま調理したときになんとなく臭みを感じてしまうのだ。

「相変わらず動きに迷いがないな」

　アデーレにとって聞き間違いようのないその声に、彼女はくるりと振り向いて敬礼した。

「ありがとうございます！　オーロ隊長！」

　アデーレはその人物をばっちり視界の中心に収めた。隊を率いるに相応しく鍛え抜かれた巨躯は、背中に背負った大剣を軽々と振り回すために必要なものだ。それに加えて、手入れも入らない程に短く刈り込まれた赤毛と日に焼けた肌が、彼の無骨さを強調しているようだった。遠征任務も終盤になったからこその無精髭の濃さがまたアデーレの胸をときめかせる。

　サマーヴィレ王国騎士団第三大隊隊長エイダン・オーロは、バネ仕掛けの人形のように勢いよく敬礼をしたアデーレに苦笑した。

「そこまでかしこまることはない。今回のような遠征任務に魔法士部隊から与力してもらっているのはこちらなのだから」

（ふわぁ……っ！　少し困った感じの苦笑いただきました！　これだけで明日も頑張れるっ！）

　緩みそうになる顔をキュッと引き締めて、アデーレは「もったいないお言葉です」と口にする。

「魔法士と言っても、あたしは半人前ですから。こういった雑用レベルなら、いつでもお申し付けください」

　アデーレ自身が口にした通り、国が抱える魔法士として正式に所属しているのは師匠であって、アデーレは弟子という名の使いっ走りだ。風と水属性の魔法を使えるが、半人前の身では戦闘行為に参加は許されておらず、周囲に匂いを流さないように風の向きを変えたり、野営の際に水を調達したりといった補助的なことしかできない。それに治癒力向上の魔法は使えても治癒魔法ができないので、アデーレ自身は役に立てている実感がない。魔法を使えない騎士たちにとってみれば、それでも十分なのだが、魔法士部隊の中で日々雑用をこなすアデーレには、全く力不足という認識なのだ。だからこそ、野営の準備などで少しでも不足分を補おうとこうして率先して獲物を仕留めたり解体処理なんかを請け負っている。

「まだ解体するものがあるだろう？　オレが手伝おう」

「いっいえっ！　隊長の手をお借りするなんて、滅相もありませんっ！」

「そうか？」

「それに、副官様が呼んでいますよ？」

　アデーレが指差した先には、呆れた表情を浮かべた騎士がひらひらと手を振っていた。

「アズマン……」

　がっくりと肩を落としたエイダンは、とぼとぼと右腕であるアズマンの方へ歩き出した。

「あーあ、隊長は打ち合わせとか面倒くさがるからな」

　エイダンの代わりにアデーレの隣にやってきたのは、壮年の騎士だ。先程解体作業の際に逃げた新人の一人が首根っこを掴まれている理由は、なんとなく予測がついた。

「デリックさん。あと、そちらの方は……」

「ヨハネス・クーだ。せっかくだから嬢ちゃんの手伝いをさせてやろうと思ってな」

　ヨハネスは青い顔をしたまま「よろしくお願いします……」とアデーレに小さく頭を下げた。

「今後も遠征はあるんだ。仕留めた獲物を捌けるようになっといた方がいいに決まってるだろ」

「……はい」

　騎士団に所属しているからには、血生臭いことには慣れていると思われがちだが、貴族枠で入ってきた騎士は意外と繊細だったりする。アデーレも最初、師匠にくっついて討伐任務に参加したときには驚いたものだ。血生臭いことにではない。一部の騎士が繊細過ぎることについてだ。

「それじゃ、初級編っていうことで、羽を毟るところからやってみます？」

「お願いします……」

　アデーレはヨハネスに簡単に手順とコツをレクチャーしていく。彼を引っ張ってきたデリックは、そんな新人を尻目に内臓など生ゴミを埋める穴を掘ってくると言って、そそくさと離れてしまっていた。

「アデーレさんは、どうしてそんなに平気なんですか？」

「あたしですか？　父親が元々猟師だったので、小さい頃からその手伝いをしてたんです。だから、平気っていうよりは、日常って感じですかね」

　照れ笑いを浮かべて説明するものの、引っ張り出した臓物を桶に入れながらなので、ヨハネスは少し視線を外して直視しないようにしていた。

「まぁ、こんなことぐらいでしか役に立てないんですけど」

　ちゃんとした魔法士じゃないから、と少しうつむき加減になったアデーレに、新米の自分にも共感できるものがあったヨハネスは、「わかりますよ」と声を掛けようとしたが、桶にぶちまけられた臓物の臭いに思わず口を塞ぐ。

　同情、もしくは共感されていたとはつゆ知らず、血に慣れない彼の初々しい様子に、アデーレは「ここだけの話ですよ」と声を潜めた。

「デリックさんも、解体作業とかって苦手なんですよ。できないわけじゃないんですけど、可能な限り回避したいってタイプで」

「そうなんですか？　僕にはできるようにならないと苦労するってあれだけ言ってたのに……」

　ヨハネスの呟きに、「できないわけじゃないんですよ」と訂正を入れたアデーレは、どうしてデリックが新人騎士であるヨハネスに教え込もうとしたのかを説明する。

「ヨハネスさんみたいな新人の騎士が解体できるようになったら、デリックさんがやらなくて済むじゃないですか。もちろん、自分で仕留めた獲物を解体できるっていうメリットはありますよ？　ただ、やらないで済むに越したことはないんだそうです」

　つまり、解体できる人員が増えれば増えるほど、年嵩としかさのデリックがわざわざ解体しなければならない状況は回避しやすくなる、ということだ。

「だから、ヨハネスさんが解体を覚えることはいいことなんですけど、もし、どうしても解体が苦手なら、同じように解体なんて、って思ってる人たちに教えてあげればいいんです」

　成程、と頷いたヨハネスは、素晴らしいアドバイスをくれたアデーレに握手で感謝を示そうとして慌てて手を止めた。羽を毟っているだけのヨハネスはともかく、アデーレの手は先程から内臓の処理をしている為血まみれだ。「若い娘がこんないいアドバイスを笑顔でくれるなんて！」とちょっぴり盛り上がっていた気持ちも、なんだかスッと冷めてしまった。

「……はー、それにしても、今回も鮮やかでしたね」

　アデーレがほぅ、と息を吐く。何が、と尋ねようとしたヨハネスは、彼女の視線の先にいる人物を確認すると、「そうですね」と頷いた。

「いつか隊長みたいになれたら、とは思うんですが」

「やっぱり、憧れますよね」

「そうですね。副官のアズマン様がいるので、あまり頭脳労働はしない力押しの隊長と思われがちなんですが、任務遂行中も広い視野をお持ちで、僕は隊長の頭の後ろにも目があるんじゃないかと思ってしまうぐらいなんです」

　ヨハネスの言葉は嘘偽りのない本心だった。でなければ、どうして先頭切って敵陣に突っ込んでいるのに、敵の別働隊が背後から弓で狙っているのに反応できるのか。隊長に尋ねてみれば、弓を引き絞る音が聞こえたと言うが、乱戦状態の中でそんな音を拾える方がおかしいと思う。だからこそ、憧れでもあるのだが。

「そんなことがあったんですか！　うぅ、見たかったです。でも、あたしは後方支援なので無理なんですよね……」

　しょぼん、としつつもアデーレの手は山鳥の肉を部位ごとに分けていく。その手つきに感心しつつ、ヨハネスも頑張って羽を毟った。

「今回、盗賊のアジトに突入する作戦を考案したのはアズマン様ですが、きっちり作戦の意図を理解して隊を動かせる隊長は、本当にすごいと思いました」

「分かります分かります！」

　熱い同意を繰り返しながら、アデーレはやってきた糧食担当の騎士に切り分けた肉を渡す。そして次の山鳥の解体に取りかかった。その大胆かつ的確な解体に、新人騎士ヨハネスの胸に芽生えかけていた淡い芽はあっさりしおれた。
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「……っていう感じで、今回もオーロ隊長はめちゃくちゃ格好良かったんですよ！」

「分かったから、ちゃんと手は動かしなさい」

　ハイテンションで今回の遠征任務について話すアデーレの言葉を半分以上聞き流しながら、師であるヘザーは小さくため息をついた。同性ならではの気安さで恋愛事の相談をしてくるのはいいが、どうにも最近は本業よりもそちらの相談が多い気がする。

　水属性の魔法が得意なアデーレは、俗に『魔法薬』と呼ばれる魔力を注ぎ込んで作る薬の調合も難なくこなす。基本的に真面目だし、人付き合いもそつなくこなしているのだが、見習い魔法士から一人前の魔法士へ昇格するラインをなかなか超えてくれないのがヘザーの悩みだ。

　見習い魔法士は、師事している魔法士の雑用をこなしながら一人前になることを目指す。見習いの給与は微々たるものなので、みな必死に一人前になろうと研究や鍛錬に時間を費やすのだが、そんな中でアデーレは少しばかり変わっていた。

（一人前になる気はあるのかしら……）

　騎士団から魔法士に支援要請が来ると、研究者気質の強い魔法士たちの誰もが嫌がる中、アデーレは率先して立候補をする。その目的はオーロ隊長なのだが、どうにも彼女は騎士団に認められているのか、最近では指名が入るようになってしまった。……見習いなのに。そのため、現状にすっかり満足してしまっているようなのである。

　ヘザーが心配する理由はもう一つある。基本的に一人前の魔法士として認められると、その大半は城を出て独立するのだ。見習いから昇格してすぐ城のお抱えの魔法士になれる者などごくごく一部しかいない。それでも研究が途中という理由で見習いと同様の扱いで残る者もいるが、それはよほど師が中途半端な研究を許さない厳しい人物か、本人が研究のことしか考えない変態であるか、どちらかだ。

（まさか、城から出たくないから見習いから昇格したくない、なんて言い出さないわよね）

　生き生きとした表情で魔法薬を調合するアデーレには、見習い特有のガツガツした向上心が見えない。本当に困ったことだと、ヘザーは再びため息をついた。

「ねぇ、アデーレ」

「はい師匠」

「あなた、こないだ課題として出した植物用の成長促進薬の研究はどうなったの？」

「……あれですか」

　アデーレは遠い目をした。やはり研究に身が入ってないのか、とヘザーの頭が痛くなる。だが、この弟子はヘザーの予想外のことを口にした。

「トマト用にと思って調整したんですが、むしろ一緒に生えてた雑草と相性が良くなってしまって、プランターがすごいことに」

「……そう」

「効果確認中に通りがかった厨房の若い人の腕に少しかかってしまったら、何故か腕毛がぼーぼーに」

「はい？」

「その話を聞きつけた厨房の、えーと、頭髪が寂しい感じのお偉いさんがやってきて、ナイショだと何度も念押ししながら頭に塗ったんですけど、効果はまったくなくて」

「……」

「その後も色々検証してみたんですが、どうも使用者の『必要としない』ものに対して効果のある成長促進薬になってしまったようなので、いったんそこまでの研究を破棄してリスタートしたところです」

　もはやヘザーの喉からは声も出なかった。それでも何とか気を取り直して指導しようと口を開く。

「……『必要としない』という指向は籠めた魔力によるものね。それならば反転させれば有用なものになるんじゃないの？」

「それが、反転させたら、何故かトマトが枯れまして、色々とこんがらがってきたので、もう一度最初から考え直してみようと」

「そう……、分かったわ」

　ヘザーはなんだかどっと疲れて、話を切り上げた。この弟子のやることなすこと全てにツッコミを入れるほどヘザーも暇ではない。

「今とりかかってる魔法薬が終われば、騎士団――第三大隊に納入できるわね。終わったら連絡を入れて取りに来るよう――――」

「あたしが納品に行きますっ！」

「――――そう言うと思ったわ」

　ヘザーは予想通りのアデーレの行動に呆れた声を出した。

　そんな師匠の心配などつゆ知らず、鼻歌交じりに魔法薬を完成させたアデーレは、スキップしかねない勢いで騎士棟へ向かった。王城の敷地内にはアデーレたち魔法士が日々研究を続ける魔法士棟、騎士団が身体をいじめ抜くような訓練を繰り返している騎士棟、文官たちがゾンビのようになりながら書類と格闘する文官棟がある。もちろん、そんなストレートな名前ではなく、ハイドランジア棟、ガルデニア棟、アルシーア棟という正式かつ華美な名前があるが、誰も使っていない。

　アデーレは勝手知ったる騎士棟を弾むように歩く。途中、訓練所の脇の道を通るので、なんとなく目的の相手を探すが、どうやら今訓練しているのは別の部隊のようだった。

（あ、でも、あれってなんとなく面白そう……）

　訓練していたのは無手同士の格闘訓練で、頭をロックしたかと思えば、後ろに相手をひっくり返す様子がなんだか楽しげに見えて、アデーレは意味もなくわくわくする。

（オーロ隊長はああいうの得意そう……頼んだら、技をかけてくれたりするかな？　無理かな？）

　アデーレはカチャカチャ鳴る魔法薬の入った木箱を両手で抱えながら妄想する。別に被虐趣味があるわけではなく、あんな風にひっくり返されたらどんな感じなのかという純粋な興味だ。もちろん、相手がエイダンなら、それだけでどんな技をかけられても文句は言わないだろうが。

　妄想の海に半分以上沈みつつ、納品する魔法薬のチェックをしてもらうため、アデーレはオーロ隊長の執務室を目指していた。普通の薬ならば隊長格の確認など必要ないのだが、魔法薬は魔法士にしか作れない貴重なものなのだ。そのため、以前、魔法薬を横流しして儲けた不届き者がいたらしく、今ではきっちり管理されている。

　アデーレは、愛しの隊長に会える！　と張り切って執務室のドアをノックしようとしたところで、ぴたり、と手を止めた。

「……相変わらず、そういうところに気が回らないのね、エイダン」

　部屋の中から漏れ聞こえてきたのは、女性の声だった。騎士団に女性がいないわけではないが、その数は少ない。しかも、エイダンに向けられた言葉はどちらかというと対等もしくは上から目線のものだ。そうなると、騎士団以外の女性――つまり、来客がいるということだ。

（終わるまで待つべきかな）

　心の中で呟きながら木箱を抱え直したアデーレだが、その実、聞き耳の魔法を掛けるか迷うほどに興味津々だった。

「隊長サマがそんなことなら、副官もサポートが大変でしょうに、ねぇ？　アズマン様？」

　エイダンの右腕でもあるアズマンに対してもそんな言葉を投げられるなんて、よほどの命知らずか、高貴な身分か……。考え始めたアデーレの視界の端に、見覚えのある騎士が手振りでこちらに来るようにと指示を出しているのが映った。渋々、アデーレは呼んでいた騎士――デリックに近付く。

「まぁだ、キーキー文句言ってやがんのか？」

「そうみたいですよ。それで、誰なんです？」

　アデーレの問いかけに、デリックは少しだけ気まずそうに視線を逸らした。

「経理部の文官だよ。予算関係で色々ある……という建前でな」

「……デリックさん。単なる文官だったら、そんな顔しませんよね」

「バレバレか。ま、隊長を慕ってる嬢ちゃんには教えといた方がいいのかね。――――隊長の元カノだ」

　アデーレの表情が固まる。

（いやいや待って、元カノ？　あーあーそうだよね、あんな素敵な人に恋人がいなかったわけがないよね。あたしにだって元彼いるし、ってかそれは関係ないか。でも、文官？　しかもデリックさんの話だと、文句を言っているのは今回が初めてじゃないっぽい？　何それ、まだ未練タラタラってこと？　よーし、受けて立とうじゃないの。相手が誰であっても、あたしは引く気はないんだから！）

「結構イイ雰囲気だったから、あのまま結婚までまとまると思ってたんだが、突然、ああなったんだよな。何があったのか直接隊長に尋ねた猛者というか馬鹿野郎もいたんだが、隊長は自分が悪いとしか言ってくんねーし……って、嬢ちゃん？　聞いてるか？」

「聞いてます。仮想敵エネミーの情報を聞き逃すわけがないじゃないですか」

「ちょっと待て、嬢ちゃん。仮想敵ってそんな物騒な」

「ここに来て、あんなふうに嫌みったらしくチクチク攻撃するのも初めてじゃないんでしょ？　そもそもオーロ隊長を不快にさせるのなら十分に仮想敵、いえ、敵ですよね」

　よっ、とかけ声を出して薬瓶入りの木箱を持ち直したアデーレは、あらためてエイダンの執務室に突撃した。

「失礼いたします！　要望のありました魔法薬の納品に参りました！」

　ノックというまどろっこしい手順をすっ飛ばして、アデーレは執務室に入る。年期の入った机の前に腰掛けた愛しのエイダンの姿を確認すると、少し眉が下がっているのが見えた。彼にこんな表情をさせた仮想敵はどんな奴なのかと睨むように女性文官を見て、アデーレはひっそりショックを受けた。

（……系統が、違い過ぎる……っ！）

　アデーレは、自分がどちらかというと「かわいい系」に属していると思っている。だが、この女性文官はどうだろうか。メリハリのきいた身体に切れ長の目、少しばかりぽってりとした唇といい、まさに「セクシー美人系」だった。

（いや、でも、まだこれがオーロ隊長の好みだって決まったわけじゃないし！）

　何とか精神を立て直し、アデーレはぐっと顔を上げた。

「ご歓談のところ、失礼いたします。仕事の話ではなさそうでしたので入室いたしましたが、よろしかったでしょうか？」

　エイダンと仮想敵の顔を確認してみれば、エイダンは助かったとでも言いたげな、仮想敵の方は邪魔が入ってつまらなそうな表情を浮かべていた。その二人とは少し離れた場所に座っていたアズマンの表情は、いつも通りで読めなかったが。

「……そうね。それでは隊長サマ、先程の書類の件をよろしくお願いいたしますわね」

　何やら含みを持たせるような視線をエイダンに向けた仮想敵は、くるりと踵を返して執務室を出て行った。彼女がいなくなったことを確認したアデーレは、扉に向けてべーと舌を出す。

「レディがそのような顔をするものではありませんよ、アデーレ嬢」

「す、すみません。アズマン様。それにオーロ隊長も、差し出た真似をして申し訳ありませんでした！」

　木箱を抱えたまま、深く頭を下げるアデーレに、エイダンは苦笑いを浮かべながら「気にするな」と告げる。

「大方、廊下にまで声が響いていたのだろう？　不快な思いをさせてすまないな」

「そんな、オーロ隊長が謝るような話ではありません！」

　ぶんぶんと勢いよく首を振るアデーレは、本来の目的である木箱をどん、とテーブルの上に置く。

「今、受領のサインをしますから、少しお待ちなさい」

「はい」

　木箱の中身とリストを照らし合わせる副官の隣で、エイダンは「変な所を見られたな」とでも言いたげに視線をさまよわせていた。アデーレはそんな彼も可愛いと密かに悶える。

「はい、確かに。いつもありがとうございます」

「いえ、とんでもありません！」

「そういえば、先日、うちの若いのに山鳥の解体を指導してくださったそうですね。任務外のことをさせてしまって申し訳ありません」

「いえ、あたしも、男手があった方が助かりますので」

　アズマンと先日の遠征任務のことについて話している間、エイダンはどこかあさっての方向を向いて何かを考え込んでいるようだった。







●―○―●―○―●








「いた！　ジェローム！」

　その日、アデーレは滅多に足を踏み入れない文官棟にいた。運良く探し人を見つけて声を挙げると、その相手――ジェローム・ラーキンはきょとん、と目を丸くし、小脇に書類の束を抱えたままでアデーレの所へと近付いてきた。

「珍しいね。こっちに用があったの？」

「ちょっと師匠の書類配達にね。ついでにジェロームに聞きたいことがあって……」

「ふぅん？　手短に話せるなら付き合えるけど？」

「悪いわね。後で埋め合わせはするわ」

　このジェローム、アデーレの元彼なのだが、付き合ううちにかみ合わないことが多くなり、恋人関係を続けられないと判断して話し合った上で別れたので、破局した恋人特有のギクシャクした感じもなく、今では所属の違うお互いをちょっと利用するぐらいの友人関係に収まっていた。

「実は、ちょっと文官で気になる人がいるんだけど」

「え？　君の気になる相手って騎士団のオーロ隊長じゃなかったの？」

「その通りよ。でもそこじゃなくてね……」

　アデーレはエイダンをこきおろしていた女性文官のことと、彼女の容姿を事細かにジェロームに説明していく。

「……ってわけなんだけど、知ってる人だったりしない？」

「それなら知ってるよ。同じ部署じゃないけど、名前はロージー・ブリック。僕よりも六つ年上だったかな。」

　アデーレはその名前を深く心に刻み込んだ。仮想敵の名前が分かったところで、もっと何か情報はないかとジェロームに尋ねてみる。

「君の愛しのオーロ隊長がどんな人かと思って調べてみたときに、以前付き合ってたってことを知ったんだよ」

「それはあたしも知ってるって」

「そう焦らずによく聞いてよ。結論を急ぎすぎるのは君の悪い癖だ」

　そう言えば、こうやって順を追って説明しないと満足しないところも合わないと感じるきっかけだったと、アデーレは思い出した。

「彼女の動向がどうにも不可解でね。別れた相手に嫌みを言うわりには、決して復縁したいという感じではない。それなのに……どうも、オーロ隊長に言い寄る、もしくは言い寄ろうとしてる第三者を牽制する様子も見られて、なかなか興味深いんだよ」

　本人の趣味だというので口やかましく注意したくはないが、人間観察が好きだという彼の趣向も理解できなかったことも思い出しながら、アデーレはじりじりと本題に入るのを待つ。

「……」

「……え、それで？」

「それだけだよ。復縁目的でもなく牽制する人の気持ちは、さすがに僕も想像できないからね」

　こうして傍観するに留めて、何のアクションも起こさないところもまた、自分にとってしてみれば落ち着かなくて理解できなくて、モヤモヤするんだったと、またも思い出したアデーレは、がっくりと肩を落とした。

　お互いに自分にないものを感じて付き合い始めたのだが、アデーレはジェロームの気配を消す技術に着目していた。猟師の娘であるアデーレにとって、それは素晴らしいものに見えたからだ。まぁ、付き合ってみればなんのことはない、単に影が薄く自己主張もしないだけのことだったのだが。だからこそ、明確に自分の意見を言い、ときに矢面に立つエイダンに目が行ったとも言える。

　相手の基本的な情報は揃った。どう判断したらいいか分からない情報もあったが、概ね良しとしよう、とポジティブに捉えたアデーレは、ひとまず師匠に愚痴ろうと魔法士棟へ足を向ける。……と、そこで思いもよらぬ人物と遭遇した。

「……あら」

　相手もアデーレに気がついた。蜂蜜色の髪を耳に掛け、その蠱惑的なエメラルドの瞳でアデーレをじっと見つめてくる。

「騎士棟で見た顔かしら？」

「そうですね。いつぞやはお話のお邪魔をしてしまいましたかと」

　仮想敵に頭を下げてなどやるものか、と本来なら付けるべき謝罪の言葉をわざと省いたアデーレは、じっと見返す。

「ふぅん？」

　彼女――ロージーは自分を睨むように見つめてくるアデーレをまじまじと観察すると、ふ、と鼻で笑う。

「もしかして、貴女、エイダンのことを好きなのかしら？」

「もしそうだとしても、貴女に関係がありますか？」

　負けてなるものか、とアデーレは目を逸らさない。確かに男性にとって理想的な身体を持っているかもしれないが、人のことを小馬鹿にしたような表情が気に食わなかったのだ。

「エイダンの相手は貴女には荷が重いわ。早々に諦めることね」

「は？」

　アデーレの喉から剣呑な響きが漏れた。

「その服装からして、貴方は単なる魔法士見習いでしょう？　平民の出身ながら騎士団の隊長職に就いて、一代限りとはいえ騎士爵まで頂いてるエイダンには釣り合わないと思わない？　そもそもあの人にとっては貴女なんて小娘にしか見えてないでしょうし、何より、その貧相な身体では、ね」

　アデーレの顔がかっと熱くなる。羞恥ではない、怒りだ。得意の水魔法でびしょ濡れにするのも生ぬるい。ご自慢のその身体から水分を抜いて干からびさせてやろうか、と思うが、まだ理性の箍は外れていなかった。

「初対面のあたしにそこまで言うなんて、よほど逃がした魚は大きかったんでしょうか？」

　暗に『昔付き合っていたことは知っているぞ』とほのめかすが、ロージーはアデーレの言葉に揺らぐ様子もなかった。

「どう思おうが構わないわ。ただ、忠告はしたわよ」

　そう言い切ると、もうこれ以上話すことなどないとばかりに、靴音高くアデーレの脇を通り過ぎる。

　後に残されたアデーレは、ぐっと拳を握りしめる。

（釣り合わない？　そんなこと分かっているわよ！）

　それでも、アデーレはエイダンへ向かう気持ちを止められないのだ。

　あれは、初めてアデーレが騎士団の遠征任務に同行したときのことだ。師匠も同行していたとは言え、騎士団に知り合いもなく、しかも恐ろしい魔獣を退治するという任務に緊張していた。猟師である父にくっついて何度も狩りに出た経験があるアデーレは、魔獣の恐ろしさを十分に知っていたのだ。だが、エイダンの剣の一閃であっけなく事切れた魔獣に、アデーレの気持ちは高揚した。丁度、元彼と別れた直後だったこともあり、元彼とは全く異なるエイダンの頼りがいのある立ち姿に、迷いなく剣を振るう所作に、そのために鍛え上げられた体躯に魅せられ恋に落ちたのだ。「それはいわゆる吊り橋効果よね」と冷静に切り捨てる師匠の言葉に耳も貸さず、今でもアデーレはエイダンを恋い慕っている。出世頭とか爵位持ちとか、そういう目で見たことなんて一度もない。

　それだけではない。何度も騎士団の遠征任務に同行するうちに、新人騎士の様子にまで目を配るところや、副官であるアズマンの進言もよく受け入れる寛容さを見て、エイダンの評価は上がりこそすれ下がることはなかった。書類仕事や細かな調整が苦手で、副官に丸投げしては怒られている様子さえ、人間味があっていいじゃないかとプラス評価になるのだ。アデーレの評価が下がるときは、おそらくよほど人間としてドン引きレベルの行動をするときだろう。たとえば、女性の下着を頭に被るとか。もちろん、エイダンはそんなことをする変態ではない。

（あたしは、絶対に、諦めないんだからっ！）

　――――そんな決意をされているとは露程も気付いていないエイダンは、早めに昼食をとるために食堂に来ていた。午後イチで予定されている憂鬱な会議を前に、副官との打ち合わせも兼ねて、である。

「……と、ここまではいいですか？」

「構わない……が、食べながらこういう話をすると、砂を噛んでるみたいで勿体ないな」

「はいはい。そこまで嫌がるようなことでもないと思うんですけどねぇ」

　困ったものだ、と副官アズマンは顔に流れてきた横髪を耳に引っかけた。エイダンを支える女房役のこの副官にとっては、今回の会議などそこまで忌避するようなものではない。

「隊長なんですから、もっとドンと構えていればいいんですよ。実地任務になると生き生きとするのに、本当に苦手ですね、会議」

「いっそのこと会議が中止になるような緊急任務でも……いや、それはまずいか」

　緊急任務と称されるのは、それこそ未曾有の天災や隣国の侵攻、危険な魔獣の出現ぐらいのものだ。国を守る騎士らしからぬ自分の発言をすぐさま訂正したエイダンは、すっかり冷め切ってしまった昼食を口に運ぶ。

「相変わらず、副官がいないと何もできないのかしら？」

　そこに突然、割って入ったトゲのある言葉は、聞き覚えのあるものだった。

「ロージー……いや、ブリック女史、何か用件でも？」

　もう恋人ではないのだから、と呼び方を訂正したエイダンに、ロージーの整えられた眉がぴくりと神経質に跳ねた。

「いいえ？　隊長サマが責務に似合わない弱りっぷりを見せているのが気になっただけよ？」

「大した用件でないのなら、どこぞへ行ってもらえますか。こちらは仕事の打ち合わせをしているのですから」

「えぇ、そんなに邪険にしなくても、副官サマが怖い目で睨んでいるから、とっとと退散するわよ」

　だが、去ると言ったその口で、ロージーはエイダンに近寄ると耳元に口を寄せた。

「魔法士見習いの子にアタックされてるみたいだけど、あんな小柄な子、貴方だと壊しかねないんじゃないかしら？」

　ねっとりと毒を含む囁きに、エイダンの眉間に皺が寄る。副官が強く睨み付ける前に、ロージーはひらひらと手を振って食堂のカウンターへと離れて行ってしまった。

「……ったく、あの女狐が」

「……」

「隊長？　何を言われたんですか？」

　アズマンの問いかけに、エイダンはゆっくりと口元を押さえた。

「隊長？」

　呼びかけられたエイダンの視線が、忙しなく揺れている。

「隊長。何か名誉を傷つけるような――――？」

「いや、違う。ただ……」

　散々に迷った挙げ句、エイダンはゆっくりと口を開く。

「魔法士見習いに懸想けそうされていると。……それは、やはり、アデーレ・ウーリーのことだろうか」

　エイダンにしてみれば、勇気を振り絞って口に出したのだが、アズマンは、その怜悧なサファイヤブルーの瞳を細め、小さく肩をすくめた。

「何を今更。随分と前から慕われているではないですか。まさか、気付いていなかった、とか言いませんよね？」

「いや、てっきり自意識過剰なのだと……」

　アズマンはこれ見よがしに大きく息を吐いて見せた。あの女狐と何が原因で破局になったかは知らないが、こと恋愛事になると途端にネガティブになってしまったこの上司をどうしてくれようか、と。

「いや、だって、普通に考えたらおかしいだろう？　年齢も随分と下だし、オレのような無骨な男に想いを寄せるとか考えられないだろう！」

「……一応、言っておきますが」

「なんだ」

「とっくにアデーレ嬢の想いは隊内に知れ渡っていて、彼女がいつ告白してくるか、一部で賭けが始まっていますよ」

「……」

　娯楽の少ない騎士の勤めの中で、多少の賭け事は大目に見ているエイダンだが、自分をネタにしないで欲しかった、とテーブルに突っ伏した。

「はいはい。落ち込むのは後にしてください。今は午後の会議の話です」

「アズマン、少しばかり容赦してくれてもいいんじゃないか？」

「それとこれとは話が別ですから」

　優しくない副官に、エイダンは心の中でひっそり涙した。

















第二章　一途女子と嫉妬隊長












　ゴリゴリとすり鉢で薬草を潰すアデーレの顔はいつになく緩んでいた。新人騎士への訓練の仕上げとして毎年実施されている実地訓練の野営地でのことである。訓練に選ばれたこの森は、麻痺毒を持つオルグパイソンや激昂すると火を吐くフレイムベアなど、そこそこ危険な魔獣が出現するため、野営地であっても油断は禁物……と分かっていても、にやけるものはにやける。

（頼む！　って！　オーロ隊長自ら！　あたしに！　頼むって！）

　なんのことはない、魔法薬の調合に長けたアデーレに、麻痺の解毒薬や火傷薬を多めに作っておいて欲しいと頼まれただけだ。だが、人を介して頼まれるのと直接頼まれるのでは全然違う。主にアデーレのモチベーションが。

（そりゃ、腕によりをかけて作るに決まっているじゃないですかー！）

　頭に羽が生えてきそうなほどに浮かれているが、その手は正確に動いている。持参した薬草だけでは足りないため、道中に摘んでおいたものを加えてすりつぶし、魔法で生成した浄化水と混ぜ、さらに魔力を籠める。魔法薬の調合は毎日のルーチンワークであるため、簡単なものなら、それこそ目を瞑っていてもできるぐらいだった。

「第一部隊が戻って来たぞー！」

　テントの外から聞こえてきた声に、アデーレは作りたての魔法薬を瓶に詰め込み、すっくと立ち上がった。魔法薬がいくつも入った肩掛け鞄を掴み、声のした方へと急ぐ。まず引率で付き添っていたエイダンが無傷であることを確認し、それから負傷した騎士をざっと確認した。

「アデーレの嬢ちゃん！　こっちに火傷薬を頼む！」

「こっちにも二本だ！」

　顔見知りの騎士に呼ばれるまま、準備していた薬を渡していく。知り合いの騎士は誰も負傷しておらず、深めの傷を負っていたり、火傷で苦しんだりしているのはのきなみ新人騎士なのが、さすがというか当然というか。そもそも新人騎士の実地訓練なので、主力として立ち回らなければならなかった、というのもあるのだろう。

　一通り必要な薬を配ったところで、一度テントに戻ったアデーレは、愛用の解体道具一式を持って糧食担当の集まる場所へと駆け出した。もちろん、薬を調合し配るまでが本来のアデーレの仕事であって、ここからは純粋に厚意の作業だ。厚意のためだけに解体道具一式を持ち込むのかと問われれば、そこには好意と打算が含まれるのだが。

「あ、アデーレさん」

「おぉ！　大物ですね！」

　真っ赤な毛色の大型の熊がそこに横たわっていた。新人騎士の負傷っぷりを見て、持ち込まれているのはフレイムベアだろうと予想はしていたが、実際に目にするとまた圧巻だ。その体長はアデーレの二倍程で、体が大きいということは、つまり、毛皮や可食部位も比例して大きくなるということだ。アデーレは自分が仕留めた獲物でもないのに、わくわくと心を躍らせた。

「自分らも滅多にお目にかかれないので、どうしたものかと考えていたところなんです」

「そうなんですか？　他の熊型の魔獣とあまり変わりありませんよ」

　すちゃ、と解体道具を取り出すアデーレ。どう考えても魔法薬を調合するときより生き生きとしていた。

「あの……こちらを手伝うように言われたのですが」

　恐る恐るといった様子でそこに口を挟んできたのは、アデーレが見たことのない新人騎士だった。手伝いに向かわせられたということは、軽傷もしくは無傷だったのだろう。それなりに有望株なのかな、とアデーレは思ったが、ざっと新人騎士の頭から足先まで流し見て、それはないか、と即座に否定する。もちろん、アデーレの目が肥えているわけではなく、独断と偏見だ。

（大方、ちょうどいい位置にいたとか、だろうなぁ）

　エイダンに比べれば一回り、いや二回りも細い四肢、どちらかと言えば甘いマスクにときめく女性は多いかもしれないが、アデーレの基準はエイダンだ。はっきり言ってタイプではないしお呼びでないのである。

「それなら、そっちの右手首からお願いします」

「はい？」

　そんな新人騎士の名前も聞かず、アデーレはさくさくと割り振りをする。何しろ大きな熊だけに人手は多い方がいいのだ。アデーレ自身はあまり他人がやりがたらない肛門から、それ以外は両手首と顎の下からナイフを入れていく。新人騎士も戸惑いながら――途中、何度かアデーレの指導の声を聞きながら、何とか解体を続ける。毛皮を剥ぐ作業中、目を逸らしたくなる気持ちを堪えて頑張る姿に、先輩騎士たちが見直すように眉を上げた。

「すごいですね、アデーレさん。これなら――」

「あ、手元に気を付けてくださいね。毛皮の方を破いちゃうと、買い取り価格が下がってしまうので」

「あっはい」

　しかし、新人騎士が何かとアデーレに声を掛けるのを見て、先輩騎士たちが目線だけで「あれ口説こうとしてんのか」「無理だろ」「今日中に諦める方に賭けるわ」「アホ、賭けになんねぇよ」などと会話する。

　その後も、何かと手際を褒めるものの、そこから先へ行けない新人騎士を見て、先輩騎士たちが何度も笑いをかみ殺していた。もちろん、アデーレは全く気付いていない。

「それじゃ、あたしが内臓を取るので、他の人は腕と脚の肉を切って調理班に持って行ってください。あ、手は煮込めばイケますよ」

　そろそろ諦めればいいものの、新人騎士は「アデーレさんの手元を見学しててもいいですか」などとのたまう。もちろん、解体できる人は多い方がいいと考えているアデーレが断るはずもない。珍しくちゃんと学ぼうとしてくれる人がいるな、という認識でしかなく、まさか自分がアプローチされているとは微塵も思っていなかった。

　見やすいようにと隣に呼び、肛門の方から顎まで肉をかっさばいた所に、手を添えて開かせておく。初心者にはつらい役目だろうからと手袋を渡されたが、手袋越しでもじんわりと血肉の感触を感じ、新人騎士の腕に鳥肌が立つ。すぐ近くにアデーレの顔があるが、至近距離を利用して口説く余裕はなかった。

「破れてしまうと凄く大変なので、丁寧にしないといけないんですよ」

　説明する内容は至極真っ当だが、アデーレの隣にしゃがみこんで見学していた新人騎士の顔がだんだん青くなっていった。毛皮と肉を切り離しているときも血臭は漂っていたが、内臓となるとそれ以上だし、何より見た目がグロテスクである。

「――と、こんな感じで綺麗にとれます。肝は乾燥させて薬の材料になりますし、他にも有益な部位は……大丈夫ですか？」

　ようやく青い顔に気がついたアデーレは、新人騎士の顔を覗き込んだ。取り出したばかりの臓物は大きめの桶に入れているが、解体作業をしていたその両手は血に塗れている。もちろん、新人騎士の手も血がついているが、こちらは手袋をはめている。新人騎士は、臓物は繊細だからと素手で作業していたアデーレを、信じられないもののように見つめた。

「ちょっと刺激が強過ぎましたね。すみません」

「いえ……」

　アデーレは魔法でちょちょっと水を出して新人騎士の手を手袋ごと洗わせると、離れた木陰で休んだ方がいいと告げた。その心遣いはありがたいし、優しさにグッときた。――――その後もにこやかに臓物の分別をしているのを見なければ、本当に恋に落ちることもあったかもしれない。……………他人に言われて口説くのではなく。

　そう、この名前すらも聞いてもらえなかった新人騎士は、実地訓練で同行するのをいいことに、とある人物から口説き落とせと指示されていたのだ。顔に自信を持ち、猟師上がりの若い娘を落とすなんて簡単だと安請け合いをした彼だったが、アデーレは彼の知る若い娘とは全く異なる生き物だった。

　この日を境に、彼は遊び感覚で女性を口説く悪癖を控え始めるのだが、アデーレには全く関係のないことだった。

（あー、やっぱりこのぐらいじゃ動じないオーロ隊長みたいな人って、そうそういないよねぇ）

　アデーレは、何度か副官の目を盗んで解体を手伝ってくれたことのある愛しの隊長を思い出し、ちょっとばかり遠い目になっていた。解体しつつ指導に集中していたその姿を、まさかその本人に見られていたとも知らずに。
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「――何なんだ、あれは」

　今日の新人騎士の働き具合を査定リストに落とし込んでいたエイダンは、ペンを持つ手を震わせていた。「替えは少ないので折らないでくださいね」と冷静にツッコミを入れるアズマンは、黙々とリストに書き込みをしている。

「何なんだ、と言われましても。ジャンルカ・ダーウッドという騎士ですよ。リストにもあるでしょう？　今日はなかなかいい立ち回りをしていたので、怪我らしい怪我もなかったのでしょう。そこで自分から雑用を手伝いに行くのは有望なのでは？」

　分かっていてとぼけるアズマンに、エイダンは声を荒げた。そう、エイダンが問題視しているのはそこではない。

「近過ぎただろう、顔が！」

「まぁ、解体の指南をしていたようですし、仕方ないのでは？」

「だが、年頃の女性にあの距離は……」

「お言葉ですが、隊長にどうこう言う権利もないでしょう。別にアデーレ嬢と付き合っているわけでもなし、若い騎士が彼女を口説いたところで問題ないのでは？」

「……」

　黙ってしまったエイダンを放置し、アズマンは淀みなく査定内容を書き綴っていく。

「気になるなら、とっとと自分のモノにしてしまえばいいんですよ」

「できるわけがないだろう！　……いや、別にオレはそういうつもりは」

　討伐から戻った後にすぐに居場所を探すあたり、意識していないわけがないだろうに、とアズマンは大きく息をついた。

「気になっているんでしょう？」

「……そんなに、あからさま、か？」

「私が何年あなたの女房役をやってると思っているんですか。一応、取り繕えていると思いますが、私にはバレバレですよ」

「……」

「大方、先日あの女狐から指摘されて、余計に意識するようになったんでしょうけど、それ以前から何かと気にされていたでしょう？」

「ぐ」

「何度も解体の手伝いを申し出ては断られていたではないですか」

「いや、その、それは……」

「だいたい、あの女狐とどういう別れ方をしたのか知りませんが、引きずり過ぎなんですよ、隊長は。とっとと次の相手を探せばいいと、私は何回も忠告しましたよね？」

「確かにそう言われたが、オレと彼女では年の差も――――」

「あっちが明らかに慕って来ているのに、まだ言いますか。以前は文官の男性とお付き合いされていたそうですし、彼女だって子どもじゃありません」

　遠慮のない指摘にぐさぐさと刺され項垂れたエイダンだったが、後半の聞き捨てならない言葉に、頭を上げて副官に向き直った。

「ちょっと待て。そんな情報をいったいどこから」

「誰かさんと違って、常に情報を仕入れているものですから。特に人間関係はこじれると厄介ですからね」

　さらりと言われてしまえば、それ以上追及の言葉も出ない。ぐぐぐ、と唸るエイダンを横目に、アズマンは立ち上がる。

「私の分は終わりましたので、後は隊長がごゆるりと片付けてくださいね」

「ちょ、ま――」

　あっさりテントを出ていく副官に、残されたエイダンはがっくりと肩を落とした。先程から頭をよぎるのは、真剣な顔でフレイムベアに向き合うあどけない横顔と、そんな彼女に息がかかるほど近付いて話していた新人騎士の姿だ。

（いや、さすがにないだろう。十も年が離れているんだぞ？）

　十年前の自分を思い出し、そこまでの年上は射程範囲外だったと強く否定する。だが、自分を慕ってくれている様子と、声を掛ける度に嬉しそうにされることには、さすがに気がついていた。それこそ飼い主に尻尾を振る犬のようにも見えて、ついつい何度か声を掛けていたのだが。

（いや、男女の仲とは別物だろう。それにオレは……）

　まるで呪いのように、かつて恋人だったロージーの言葉が蘇る。エイダンを見て怯えを隠しきれなかった彼女の表情が、今でも忘れられない。

（オレは……もう、誰とも）

　エイダンは小さく頭を振り、手元の査定リストに向き直った。何かを堪えるように唇を噛みしめたままで。
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「師匠……、一人前ってどうやったらなれるんですかね」

「おバカなの？　それを教わらずに会得しなければ一人前になれないと何度も言ったわよね？」

　何やらへたれた様子の弟子の口から飛び出た言葉に、ヘザーは手元の書類から顔すら上げずに言い返した。

「アデーレ、前々から確認したいと思ってたんだけど、本当に一人前の魔法士になるつもりがあるの？」

「あるに決まってるじゃないですか！」

　くわっと目を見開いた様子の弟子を横目で確認し、ヘザーはこっそり胸をなで下ろす。懸想した相手と離れたくないばかりに、向上心まで失せたのかもしれないと心配していたのだ。

「一人前と認められるまで帰って来なくていいって、親から半分勘当状態なんですよ？　正直お母さんの作るイノシシ肉の香草漬けが恋しくて恋しくて仕方がないのに！」

　そんな理由か、と脱力したヘザーは、王都北にある山中で大きな魔素溜まりの痕跡が発見されたという報告書を、ぱさりと机に置いた。魔素溜まりがあると魔獣が異常進化しやすく、しかも痕跡しか発見されていないということは、既に進化した個体がいる可能性が大きいという極めて重要かつ危険性の高い資料なのだが、目の前の弟子がいると、どうにも緊張感が持続できない。

「基本的に魔法士は研究職なのは理解しているのよね？」

「もちろんです！」

「見習い魔法士は一人前と認められれば、師から独立するということも分かっているわね？」

「当たり前じゃないですか」

「基本的に王城に勤める魔法士は一握りの優秀な者だけで、独立したばかりの魔法士は基本的に地方へ行くことになることも説明したわよね？」

「はい、分かってますって」

　本当に理解しているのか疑わしくなる程、即座に返事が戻ってくる。ヘザーはいつか聞こう聞こうと思いつつも後回しにしていた疑念を、ようやく投げる決心をつけた。

「地方行きとなれば、王城勤務のオーロ隊長と離れるけど、問題ないわよね？」

　ぴしり、と弟子の表情が固まり、べちゃっと作業机に突っ伏す。その様子に、ヘザーは大きくため息をついた。

「アデーレ。こんなことを勤務時間中に言いたくはないけど」

「なんですか……？」

「とっととオーロ隊長に告白でもなんでもして玉砕してきなさい。そうすれば研究にも身が入るでしょう」

「ひ、ひどいです！　玉砕確定なんて！」

「おバカ。こういうのは最悪の想定が大事なの。いいから告白してきなさい。今すぐに。休憩時間扱いにしてあげるから」

「だめですよ。この時間のオーロ隊長は書類と格闘しているんですから。邪魔したら悪いです」

「じゃぁ、半刻後でもいい」

「その頃は、隊長職の打ち合わせをしているはずです」

「……アデーレ。そこまで把握してるなんて、あなたちょっと気持ち悪いわ」

「ひどいですー！」

　――――師匠にさんざんこき下ろされたアデーレは、結局、明日の出勤までに玉砕して来いと命令され、半泣きになりながら騎士棟へと赴くことになった。
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「あ、あのっ、オーロ隊長！　少し、お時間よろしいでしょう、かっ！」

　緊張のあまり、アデーレの声が上擦った。それもそのはずだ。師の命令は絶対だ。アデーレとしては、もう少し恋に一喜一憂する期間を続けてもいいかなと思っていたのに、玉砕して来いだなんて酷過ぎる。

（もし断られたら今夜は痛飲つういんして、明日の仕事はボイコットしてやるんだから！）

　うるさいぐらいに心臓が大きく鳴っている。エイダンを待ち伏せしている間に、口の中はすっかりカラカラになってしまった。それに告白するのなら、味気ない魔法士見習いの制服じゃなくて、もっと可愛い格好で自分を奮い立たせたかった。

　一方、会議から執務室へと戻る道すがら、副官と仕事半分、プライベート半分の話をしていたエイダンは、突然の強襲に困惑を隠せないでいた。敵襲であれば、もっと頭を高速回転させて態勢を整えるのだが、アデーレは敵などではない。どう反応したらよいのか分からずに、足を止めたままで口も開かないエイダンに、渋々アズマンが助け船を出した。

「何か魔法士棟でありましたか？」

「い、いえっ、その……とても私的なご相談がっ、ありまして」

　その受け答えだけでピンと来たアズマンは、「構いませんよ。ですが、手短にお願いしますね」と許可を出し、上司であるエイダンを置いてさっさと離れて行く。

　ようやく気持ちを立て直したエイダンは、考え得る「相談」を頭の中にリストアップしながら、ゆっくりとアデーレに向き直った。

「アデーレ・ウーリー？　何か上司には相談できない内容なのだろうか」

　騎士であるエイダンを頼るということは、よもや魔法士棟で大規模な不正か何かを見つけてしまったということだろうか、と全く分かっていない彼は、真剣な面持ちでアデーレに向き合う。

「あの、できれば、人目につかないところで……」

「あぁ、気が利かなくてすまないな。こっちへ」

　エイダンはアデーレの手を掴むと、いくつか解放されている会議室のうち一つに入る。もちろん、エイダンの方から手を繋いできた、と顔を真っ赤にして喜んでいるアデーレの様子など見てもいない。よほど難しい相談なのだろうと内容を予測して打つ手を考え始めていた。

　エイダンが会議室のドアに使用中の札を下げ、改めて向き直る頃には、アデーレの頬の火照りも少しばかり落ち着いてきていた。

「あ、あのっ」

「あぁ、落ち着いてゆっくり話せ。ここは誰の目もない」

　エイダンの無自覚なセリフ回しにアデーレの顔が一気に真っ赤に染まる。

（誰の目も……！　誰の目もないって！　二人きりってことだよね！）

　その事実に悶え転がりたいぐらいだが、エイダンの前でそんな醜態を晒すわけにはいかないと、アデーレはぐっと堪える。

「アデーレ・ウーリー？」

「……っ、オーロ、隊長っ！」

「あぁ」

「あたしとっ、男女のお付き合いを、していただけませんかっ！」

　勇気を振り絞ったアデーレの黒い瞳は、驚きに目を丸くするエイダンを映していた。

「オレは、そんな上等な部類の人間ではないんだが……」

「ダメ……でしょうか」

　アデーレは目に見えてしょぼんとする。頭の中では「玉砕」の二文字がぐるぐると回っていた。

「付き合うのはやぶさかではない。……だが、もし無理だと思ったら、遠慮なく言ってくれ」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

　エイダンの手をぎゅっと握ってはしゃぐアデーレの耳に、もちろんエイダンのセリフの後半など届いてもいなかった。
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「――――っていう感じで、お付き合いが始まって、デートも繰り返してるわけなんですけど」

「はいはい」

　何度も聞いた告白シーンに、師であるヘザーは適当に相槌を打った。まさかオーロ隊長が承諾するとは思ってもいなかったが、今はもう「そういうこともあるだろう」で処理してしまっている。

「なんかこう、……健全なんですよ」

「へー」

「やっぱりお互いにそれなりな年なんですから、こう、ムラムラっときたり」

「ほー」

「もしかして、あたしが子どもに見られているんじゃないかと心配で。あ、でも、そうだとしたら、そういう大人の配慮ができるオーロ隊長はやっぱり素敵ですよね！」

「ふーん」

　明らかに適当な受け答えをしているのに、アデーレの相談は一層熱を帯びていく。

「……っていう話をですね、食堂で行き会ったアビー先輩にもしたんですよ」

「そ、そぅ」

　予想外の名前に、ヘザーの声にも動揺が漏れた。確かにアデーレの面倒を何度か見てくれたアビーだが、年齢＝彼氏ナイ歴の四十路女性だ。はっきり言って、相談相手を間違えていると思う。

「そうしたら、何でか知りませんが、例の女スパイがやってきまして」

「女スパイ？」

「ロージーとかいう文官ですよ！　オーロ隊長の元カノの！」

「どうしてそれが女スパイなのよ」

「男を籠絡ろうらくして情報を抜き取る系の外見をしてるじゃないですか！　あと、不思議と絡んで来るんですよ！　あっちの方から！」

　前半部分は明らかにアデーレの言いがかりだが、ヘザーはなんとなくアデーレの容姿を再確認し、こっそり頷いた。可愛い系の外見をした彼女にとってみれば、天敵なのかもしれない、と。

「それで、何て言ったと思います？『あの人のモノ、大き過ぎて無理だったでしょ？』ですよ！　なんですかもう！」

　アデーレはそこからさらにロージーに対する文句を連ねていく。嫌みったらしいだの、胸を見せつける服を身につけているだの、難癖に近いので、ヘザーは聞き流した。

（向こうから絡む理由なんて……ねぇ）

　少し考えれば分かるだろうに、アデーレはおそらく気付いていないだろう。いや、本能で気付いていて、これだけ敵視しているのかもしれないが。

（自分と別れた男が若い女とくっつくのが気に食わない……ってところかしら。絡むぐらいなら、どうして別れたのかってところに疑問は残るけど、男女の仲なんて、元々不可解なものよね）

　ギャンギャンと騒ぐ愛弟子を見ながら、なんだか生温かい気持ちになっていると、その愛弟子がとんでもないことを口にした。

「脱線しちゃいましたけど、師匠！　ぶっちゃけ、張り型とか使ったら、膣内って拡張できますかね？」

「おバカ、誰に聞いているのよ」

　惚れた腫れたと騒ぐことを億劫に思うようになって何年も経つヘザーは、愛弟子の質問をスッパリと切り捨てた。
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　互いの休日をすりあわせてデートをするのは、もう四度目だ。そのたびにアデーレは何を着て行こうかと散々迷うのだが、そもそも迷う程私服を持っているわけではないので、ちょっとした髪型や小物でアクセントを付けるだけに留まっている。

（……っかーっ！　今日も素敵過ぎます隊長！）

　アデーレは公共の場であるにも関わらず崩れ落ちそうになった。商店が建ち並ぶ通りの入り口にあるちょっとした花壇の前なのだが、待ち合わせに使う人も多く、二人もその中の一組だった。堂々とした体躯のエイダンは、前回と同じく深緑のシャツと黒のズボンという素っ気ない格好だ。女性の中でも小柄なアデーレと並んで歩くと、その身長差が人目を引く。

「今日は先に工房に行くんですよね？」

「あぁ、こちらの用事に付き合わせて済まないな」

「いいんですよ。そういう所も含めて好きなんですから」

「あ、あぁ……」

　最初っから押せ押せのアデーレに、少しばかりたじたじになるのもまた可愛らしくて、アデーレはエイダンの左腕にぎゅっとしがみついた。もっと胸があれば挟んだりもできるのだろうが、人並みかそれ以下のサイズでは、頑張って押しつけてもちょっと柔らかさを感じさせる程度にしかならない。

（せめてもう一回り育てば……！）

　ないものねだりをしても仕方がないのは分かっているが、健全なデート続きだとアピールできる要素が少しでも欲しくなる。

　なお、これから向かう工房は、騎士団から討伐任務で得た毛皮等が適正な値段で卸されているのか確認するための、いわば仕事の延長のようなものだった。不正が起きないように、非番の日を使って市場価格を定期的にチェックしていると聞けば、アデーレのエイダンに対する株はますます上がる一方である。申し訳ないとエイダンは言ったが、アデーレにしてみれば、エイダンの予定に無理矢理デートをねじ込んだのは自分なので、むしろ申し訳ないのは自分の方だ、という認識だった。

「最初は革の工房ですよね」

「あぁ、女性には臭いがきついかもしれないが」

「大丈夫ですよ、慣れていますから」

　猟師を親に持つアデーレにしてみれば、慣れたものだし、そもそも慣れていなくても「大丈夫」と言っただろう。恋する女は強いのだ。

　そうしてこっそりと魔獣素材の価格をチェックした二人は、工房で見たなめし革のしなやかさについて、エイダンがよく利用するという立ち飲み屋で一刻近く語らった。色気の欠片もない話題を、おしゃれさとは無縁の場所で。普通ならば、これだけで女性が離れるものだが、アデーレは全くと言っていいほど気にしていなかった。むしろ、自分の好きなことを自分のテリトリーみたいな場所でキラキラと目を輝かせて話すエイダンに見蕩れていた。

「……はぁ、ちょっと飲み過ぎちゃいました」

　アデーレは胸元を留めていたシャツのリボンを緩め、少しあざとくエイダンにしなだれかかる。酒気を帯びた吐息を首筋……には届かなかったので、胸元に吹きかけると、エイダンが僅かに反応した。

（これは！　今度こそイケるか……？）

　アデーレはもう一押しとばかりに、エイダンの厚い胸板に手を這わせ、円を描くように撫でる。ちらりと股間に視線を向け、そこが確かに盛り上がっているのを確認すると、潤んだ瞳で上目遣いに表情を窺う。

「まだ時間はありますし、どこかで休憩……しませんか？」

　今まで遠回しに誘ってスルーされているので、公共の場で許される範囲の、かつ、できるだけ直接的な表現で誘いをかける。過去のデートで玉砕した経験はちゃんと生かされていた。

「あー、その、そろそろ出るか」

　明言を避けるエイダンに、前回同様、逃げの気配を感じたアデーレは、店を出た彼が城への道を辿ろうとするのを見て、小さく嘆息した。

（今回もダメか……）

　だが、ここで諦めないのがアデーレである。今日こそは、と勝負下着もつけているし、何より城下町でこれという場所の下見も済んでいる。

「あっ……」

　少しばかり弱々しく呻き、アデーレは足を脇道に向けた。店と店との間の、細い路地だ。

「大丈夫か？」

「はい。……でも、オーロ隊長も大丈夫ですか？」

　何を聞かれたのか分からない様子のエイダンを、アデーレは店の壁に押しつけるように寄りかかった。

「あたし、そんなに魅力ありませんか？」

「な、何を突然……」

「ちゃんと反応してるのに、押し倒してくれないのは、どうしてですか？」

「それは……」

　オーロは視線を彷徨わせた挙げ句、「少し酒が過ぎているようだな」とアデーレをこのまま帰らせようとするセリフを吐く。

「ダメですよ。もう逃がしませんから」

　エイダンの太い筋肉質な足に、自分の股をこすりつけるようにすり寄り、アデーレはすっかりテントを張った彼の股間を撫でた。

「待て……っ」

「休憩させてくれないオーロ隊長が悪いんですよ？」

　アデーレは自分の胸元をくつろげ、黒いレースで縁取りされた勝負下着を見せつける。もっと強く拒否されたらどうしよう、と不安だったが、どうやら力尽くで拒絶されることはないようだった。

「ここだって、苦しそうじゃないですか」

　アデーレは、エイダンのズボンを緩め、目的のモノを探り出す。よほど窮屈だったのだろう。ソレは難なく飛び出てきた。

（これは……！）

　それを目にしたとき、そこはかとなくだが確かに酔いが回っていたアデーレが一気に覚醒した。

　でかい。確かにでかい。

（これ……、入る、かな）

　火照っていた筈の身体が一気に冷め、手には汗が滲む。その一方で頭は仕事中よりも高速回転していた。

（さすがに、無理？）

　だが、無理だからと言って、自分から露出させた以上、逃げ出すわけにもいかない。アデーレは覚悟を決めた。
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「オーロ隊長？　失礼します、ね？」

　声が震えたのはきっと武者震いだ、と自分をごまかし、アデーレは膝をついた。そして、大きく屹立した男根の先を、口の中に含んだ。

「まっ……」

　制止の声が聞こえてきたが、アデーレはそれどころではなかった。喉奥まで使わなければ、とても扱しごけない。そのぐらいのサイズだ。口元をぎゅっとすぼめて圧迫し、後は舌を使って刺激するしかできなかった。

（……って、口がダメなら手があるじゃない！）

　よほど混乱していたらしいアデーレは、遅まきながら自分の手の存在を思い出す。慌てて手を添え、竿をぎゅっと握る。力加減は大丈夫だろうか、とそっと上目遣いでエイダンの表情を窺おうとしたが、彼は片手で顔を覆ってしまっていた。

（あれ、ダメだった？　でも、拒むようなことは言われてない、よね？）

　アデーレは舌先で鈴口をつついたりしながら、手を前後にスライドさせる。手のひらにじんわりと滲んだ冷や汗のおかげで、ほどよい滑りが生まれていた。

（とりあえず、出してもらってから、考えよう！）

　一度そう決めてしまったアデーレは、奉仕にとにかく集中した。あまり同じように責めてもつまらないだろうと、すぼめて圧迫する唇に強弱をつけたり、たまに強く吸い込んでみたりしながら、エイダンの反応を探る。顎と頬の筋肉のだるさを覚えた頃、とうとうそれは訪れた。

「……っ、だめだっ、出るっ！」

　切羽詰まったような声音と共に、エイダンの大きな手がアデーレの頭をぐいっと押しのけた。ちゅぽん、と間の抜けた音を立てて口が離れた直後、ボタタタタッとしたたり落ちる水音がした。

「そのまま、口の中でも良かったんですが」

「そういうわけにはいかないだろう」

　エイダンの返事に「真面目だなぁ、でもそこが好き」とキュンとしたアデーレは、魔法で出した水で、地面に落ちたエイダンの劣情の跡を洗い流した。

「あー、……戻るか」

「そう、ですね」

　本当なら、ここで「休憩に行きましょう！」と押せ押せの攻勢に出る筈だったアデーレだが、思うところもあってエイダンの提案に頷いた。

　これまでのデートと同じく、寮のある王城の入り口で別れるまで一緒に帰った二人だったが、話題はなぜか最初に戻って、なめし革の艶やかさについてだった。
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「はぁ……」

　ため息をついているのは、筋骨隆々の体躯を持つ男だった。はっきり言って可愛くないし、憂い顔ですら人一人殺した後のごとき無情感が漂う。さっきから執務室に入ってきた隊員や文官が、慌てて逃げ帰るということを繰り返しているのを眺めながら、副官であるアズマンは、散々悩んだ挙げ句、ようやく重い腰を持ち上げた。

「それで、何があったんですか？」

「な、んの話だ？」

　隠せていると思っているのだろうか。長年付き合いのあるこの上官は、こと職務になると即断即決を発揮するくせに、苦手分野になると途端に逃げ腰になるのだ。

「非番だった昨日、何があったんですか？」

「あー、いや、別に」

「アデーレ嬢とデートだったんでしょう？」

「……確かに、デートだった。だが、お前に言ったか？」

「ここのところ、非番が近付く度に浮き立っているくせに、何を言ってるんですか」

　悟られていたのか、とエイダンは顎を撫でた。

「隊長がそういうのを苦手にしているのは知ってますけどね、仕事に持ち込まないでください」

「持ち込んでいるか？」

「さっきから無駄に恐ろしげな表情を浮かべているせいで、文官や新人隊員が逃げ腰になっているんですよ」

「そうか」

「気を付けてください」

　ひとまず注意はしたぞ、と手元の書類に目を落としたアズマンだが、何やら無言の圧力を感じて、渋々と顔を上げた。

「……」

「……」

　視線を合わせたものの、先に続く言葉がないと知り、再び書類を確認し始める。

「……」

　うっとうしい視線に負け、アズマンは仕方なく書類を手放して顔を上げた。

「……言いたいことがあるなら、言ってください」

　エイダンは副官の睨みに堪え、すっと視線を上に向けた。

「口外無用だぞ」

「分かっていますよ。口外しようものなら、隊長の威厳が地に落ちる内容でしょうから」

　辛辣な評価だが、あまりに適切な評価に、エイダンはぐうの音も出ない。

「ある逢瀬を境に、少し距離を開けられたような気がするんだが」

「何をやらかしたんですか」

「っ、いや、やらかしたというか、やらかしてもらったというか……」

「つまり、心当たりはあるんですね」

　アズマンの指摘通り、心当たりはある。あの、股間のモノを咥えてもらったデート以降、アデーレからの猛烈な攻勢がなくなったのだ。ここ二度のデートは、何というか、すごく健全な感じに終わっている。

（やはり、アレが問題なのだろうか……）

　エイダンは、かつて付き合っていた相手――ロージーと破局に至った経緯を思い出す。

『え、ごめんなさい、無理』

　あの言葉は、まだエイダンの心の柔らかいところでひっかき傷を作り続けている。彼女とそれなりに逢瀬を繰り返し、身体の繋がりを持とうとしたときのことだった。

（確かに、他人から大きいとからかわれることはあったし、商売女からも似たようなことは言われたことはある）

　エイダンはダン、と机を強く叩いた。

（だが、普通は単なるからかい文句や、商売上のヨイショだとしか思わんだろう……っ！）

　まさか、ソレが大きいことを理由に破局に至ったとは誰にも言えなかった。副官にも、だ。

（やはり、彼女もオレの大きさにドン引きしてしまったんだろうか……）

　だが、その割には、ここ二回のデートでそういった素振りが見えなかった気がする。あくまで女性の機嫌を察することが苦手なエイダン視点での「気がする」なのだが。

「そんなに悩むぐらいなら、本人に聞けばいいではないですか」

「聞けるかそんなこと！」

　まさか、「オレのブツに引いたのか」などと聞けるわけがない。副官の提案を秒で切り捨てたエイダンは、とうとう自分の机に突っ伏した。

「……そういえば、今日の巡回のルートに、花街がありましたね」

「それがどうした」

「とりあえず、一発抜いてスッキリして改めて悩んでみたらどうですか？」

「仕事中にそんなことできるか！」

　いつもは頼りになる副官の提案も、さすがに却下した。
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「本当に、良い職人さんを教えてくれてありがとうございました！」

　アデーレは勢いよく頭を下げた。

「いいのよ。こっちもよく効く軟膏を融通してくれたから、助かったわけだし」

　けだるげなマダム、という表現がぴったりの相手は、城下の花街で一番高級と言われる娼館『夾竹桃きょうちくとうの囁き』の元締めだ。毒草の名に相応しく強かに稼ぎ、花街のトップに君臨しているだけあって、顔も広かった。アデーレがツテを得たのは師匠のおつかいでのことだ。その職業特有の病気のために調合した魔法薬を届けたことがあるだけの面識しかなかったが、恋する乙女のパワーなのか、アデーレ特製のニキビに効能のある魔法薬を引っ提げて『とあるモノを作ってくれる職人を紹介して欲しい』と飛び込みで交渉したのだ。始めこそ門前払いをされそうな勢いだったが、面白そうな話にマダムが食いつき、肌の乾燥に効く化粧水までつけて、ようやく交渉は成立した。もちろん、ニキビに悩む若い娼婦を何人も抱えていたこともあって、マダムとしてはとても良い取引だったのだろう。

「それで、もう作ってもらえたのかしら？」

「はい！　それはもう納得のいくものを！」

　満面の笑みで答えるアデーレに、少しばかり困った顔を浮かべたマダムだったが、まぁ、個人の好みだし、とあえてツッコむような真似はしなかった。

　お礼にと持参したフローラルウォーターを渡したアデーレは、そろそろ客が多くなりそうな時間帯だから、とそそくさと店を出る。たとえ裏口で話をしていようが、未婚のうら若い乙女が娼館に出入りしているのを見られたくはなかった。

（師匠にも口止めと口裏合わせは頼んでるけど、目撃されないのが一番だし）

　赤裸々に師匠に相談したアデーレは、魔法薬を交渉材料にすることもしっかり許可を得ている。あくまでアデーレは見習いなので、勝手に魔法薬を販売するわけにはいかないのだ。

（とりあえずは、師匠に報告して、それから……うん、さっそく試してみよう）

　娼館に来る前に職人から受け取った道具は、しっかり包んで鞄の奥にしまいこんである。

「あれ……？」

　知り合いに見られてはいけない、と周囲を窺いながら歩き出したアデーレだったが、見覚えのある人影に足を止めた。慌てて路地に逃げ込むが、そっと顔だけ出して様子を窺う。幸い、相手はこちらに気付いていないようだった。

「オーロ隊長……だよね」

　花街で騎士の隊服は目立つ。仕事帰りなのか、見慣れた隊服に身を包んだ横顔は、確かにエイダンだった。あの堂々とした体躯と燃えるような赤毛を見間違う筈がない。

「え、どういうこと？　仕事帰り？」

　アデーレが見ているとも知らず、エイダンは店先で客引きらしい男と少しばかり言葉を交わしたと思えば、店内に入って行った。

「娼館とか、来るんだ。……あたしがいるのに」

　小さく呟いた言葉は、おそらくこの花街ではよく聞かれるセリフだったのだろう。通りすがる人たちはアデーレのことなど気にもしていなかった。

　――――そうして鼻息荒く自室に戻って来たアデーレだが、その頃にはもう、頭は随分と冷えていた。

（きっと、あたしのせいだよね）

　あのデートの日、かなり強引にエイダンの性器を露出させた自覚はある。だが、それはあれだけ迫ってもなかなかそういうことをしてくれない彼に対して、苛立ちに似たものを抱えていたからだ。やっぱり自分なんかじゃ彼の食指は動かせないのかと悩みに悩んだ夜もあった。そういう積み重ねを経てのあの行為だ。だからと言って、誉められた行為ではないという自覚はある。

　あれから、アデーレは今までのような強引なアタックをやめ、先に自分の受け入れ体勢を作る方にシフトした。ようやくそれが実ったのが今日だというのに。

（とにかく、当初の予定通りに頑張ろう！）

　鞄の奥をごそごそと探り、目当てのものを取り出すと、アデーレはついまじまじと見つめる。

「あらためて見ると、エグい……？」

　そのエグい注文を出したのは自分だが、本当に大丈夫だろうかという気持ちになる。

　アデーレが娼館にツテを頼んで職人を紹介してもらったのは、全てこれ――張り型を作ってもらうためだった。たった一度のフェラチオからざっくりとしたサイズを出し、職人に作ってもらったのだ。もちろん、全てはエイダンを受け入れるため、である。

　アデーレはスカートの中に手を入れ、デートの日とは違う色気もへったくれもない下着を脱ぐと、事前に調合しておいたローションを棚から引っ張り出した。粘性のあるローションをかけられた張り型は、よりいっそうエグい外見になる。

「これが……あの人の大きさ、か」

　そう思うだけで、無機質な張り型を前に下腹部が熱くなる。

　意を決して自らの蜜口に張り型の先を当てた。初めこそひんやりとした感触だったが、アデーレの熱を感知すると、ゆっくりとではあるが張り型自身が熱を帯びていく。

（さすが、職人！　いい仕事してる！）

　アデーレの体温よりも少しばかり高い熱を帯びた張り型を、アデーレはぐっ、と自身に埋め込むべく力を込めた。

「ん、……きっつ」

　想像以上の圧迫感に弱音が漏れる。過去の恋人と比べても段違いの大きさに、吐息も不規則になる。

　浅い部分で何度も行きつ戻りつを繰り返し、じわじわと張り型が自身の中に入ってくるのを感じると、アデーレの声にも艶が出始めた。

「だ、いじょうぶじゃんっ！　あたし、これっ、だいじょう、ぶっ」

　ぬちぬちと粘つくような水音を響かせながら、アデーレの張り型を持つ手は、徐々に速さを増していく。最初の探るような手つきはどこかへ行ってしまったようで、いつの間にか自らを責めるように乱暴な動きに変わっていた。

「んっ、……あぁっ、もっと」

　片手で張り型を抜き差ししつつ、もう片方の手はシャツの裾から中へ侵入し、小ぶりな胸を揉みしだく。その頂きを遠慮なく指先で弾けば、膣がぐっと張り型を締め付け、その硬さに甘い声が漏れた。

「ちがうのっ、触って欲しいのにっ！　自分の手じゃなくてっ」

　悶えながらも思い浮かぶのは、少し固くて大きな手のひらだ。あの手でこんな風に自分を愛撫してもらえたら、そう考えただけで愛液が滲み出る。

「もっと、奥ぅっ！　めちゃくちゃにして欲しいのっ！」

　あの筋骨隆々とした体躯で押し潰すように抱いて欲しい。何ならあの胸板に手をついて自分が跨がってもいい。

　端から見れば痴女のようにも見えるが、それほどに欲求不満だった。デートの度に感じるあの男らしい体躯に、アデーレは煽られ続けているのだ。

「んぅっ、もっと、……奥にぃっ」

　ぐちゅぐちゅとはしたない音を立てる秘所に、アデーレは躊躇なく張り型を突き立て続ける。愛液が彼女の手にまで伝ってきたせいだろう。張り型を掴んでいた手が、ぬるりと滑った。

「んあぅぅぅんっ！」

　乱暴ながらも動き自体は単調だったところに、突然の変化。高ぶっていたアデーレは、あっけなく達し、唇を噛みながら絶頂の波をやり過ごす。

「……はぁ」

　たっぷり十数秒後、先程までの悦楽に狂うアデーレは去り、理性を取り戻した彼女は大きくため息をついた。

　乱れたシーツはぐっしょりと愛液とローションで濡れ、張り型もまた同じ状態。乱れた着衣を直した彼女は、少しばかり始末に頭を悩ませた。

（さすがに今から洗濯を頼むのは……）

　寮ゆえに炊事洗濯は頼めるのだが、こういうときは逆に問題だ。うんうんと唸った結果、水魔法でざっと洗い、同様に水気を飛ばすことにした。ただ、アデーレの未熟な魔法の腕では、シーツに湿り気が残ってしまうので、そこは我慢しなければならない。

「これ、やばい……」

　アデーレはまじまじと張り型を見つめる。

「色んな意味でやばい。でも、これを難なく受け入れるためには、やっぱり何回もやらないとまずいよね」

　お世話になりました、とばかりに乾いた張り型を拝み、タオルにくるんで引き出しの奥に隠すようにしまった。

（うっし、頑張ろう！）

　周囲の者が見ればあさっての方向に頑張ろうとしているアデーレに対し、その間違いを指摘出来る者は残念ながらいなかった。

















第四章　覚醒は危機一髪












「はー……、空はどんよりか」

　木々の間からのぞく曇り空を見上げて、アデーレは呟いた。

　今日は北方の山での魔獣討伐である。今日も今日とて彼女は騎士団の任務に後方支援として参加していた。もちろん、エイダンもいるのでウッキウキである。

（そういえば、師匠が変なこと言ってたなぁ……、なんか指名されたとか何とか）

　魔法士見習いのアデーレを指名するとは考えにくいので、きっと師匠が推薦する人材を派遣して欲しいという意味合いだったと思うが、それにしたって騎士団から指名される、ということがしっくり来ない。たまに、得意な魔法属性を指定されることはあるらしいが、個人を指名というのは、初耳だった。

（あと、北の山は魔素溜まりがあったらしいから、気を付けるようにとは言われたけど）

　今回の魔獣討伐は定期的な間引き任務だ。特に危険な――たとえば異常進化した魔獣が見つかったとは聞いていないし、もし発見されれば、また大規模な討伐隊が編成されるだろう。

（そのときはあたしみたいな見習いじゃなくて、正式な魔法士が派遣されるだろうから、後で討伐の様子を話に聞くだけで終わるかな）

　完全に他人事のようだが、そう考えるくらいに魔獣の異常進化というのはレアケースだった。

「おーい、ちょっといいかぁ？」

「はーい」

　すっかり顔馴染みになった糧食担当の騎士に呼ばれ、塊肉の切り分け中にうっかりナイフが滑ってできた傷を治せないかと聞かれる。

「あたしができるのは、治癒じゃなくて治癒力向上なんですけど、それで良ければ……」

「ん？　何が違うんだ？」

「治るのを早められるんですが、ちょっと疲れるかも、ですね。まぁ、このぐらいの傷だったら違和感程度なんですけど」

「じゃあ構わないよ。やってくれ」

　了承を得られたので、さっくりと治癒力向上を施すと、拍子抜けしたように「ちゃんと治るじゃん」と言われる。

「ちっちゃい切り傷程度なら問題ないんですよ。ただ、大ケガだと本人の体力勝負になっちゃうので……。早くちゃんとした治癒魔法を使えるようになりたいんですけどね」

　何度か討伐任務に同行した後で、師匠に治癒魔法を教えてもらえないかと頼んでみたのだが、見習いには教えられない決まりだと断られてしまったことを思い出す。

（一人前……か）

　どうやら一人前の魔法士と認められるには、『あることを自力で成し遂げる』必要があるらしいのだが、それが何なのか、それすら自力で掴まないといけないらしい。ケチだなぁとアデーレは思うが、自力でたどり着くことが必要だと言われてしまえば、見習いの身では頷くしかない。

　ドォンッ！

　突然、轟音とともに地面が揺れ、野営準備をしていた者たちが騒然となる。南東の方角に土煙が上がっているのを見つけた騎士が「先発隊の向かった方角だ！」と声を上げたのに、アデーレは血の気が引く思いだった。

（オーロ隊長――――！）

　先発隊を率いていたのはエイダンだった。副官であるアズマンに野営準備を任せ、数隊を率いて周囲の魔獣の探索と、その何割かを討伐してくるという話だったはずだ。

（お願い、無事でいて……！）

　祈るように空を見上げる。だが、そうしていたのも数拍のことで、アデーレはすぐに自分の職務を思い出した。後方支援のさらに見習いでしかない自分だが、できることはやらねば、と足を動かす。

「水やお湯は足りてますか！」

　討伐隊の中でも傷病手当を担当する衛生班に声を掛け、治療に必要な浄水のチェックや補充を手伝う。他にも任務に参加している魔法士はいるが、火属性と風属性持ちなので、周囲の警戒と迎撃準備をしているのが視界の端に映った。

（せめて、あたしがちゃんとした魔法士なら……）

　もっとできることは多かったはずだし、エイダンと共に先発隊に組み込まれる可能性だってあったはずだ。もしそうなら、こんなに死にそうなぐらい心配して心臓が早鐘を打つこともなかっただろうに。

「戻って来たぞ！」

　その声に、手を止めたのはアデーレだけではなかった。互いを支え合うようにして戻って来たのは、間違いなく先発隊のメンバーだ。どこかを負傷しているようで、衣服に赤黒いシミが見えている。

「衛生班！」

　待機していた騎士によって、歩行に支障のあるケガをしている先発隊のメンバーが次々に運ばれる。アデーレは傷口の洗浄や、衛生班に判断を仰いでからの治癒力向上魔法、そして時間のかからない種類に限定した魔法薬の調合に忙殺される。

（鋭利な刃物で切られたみたいに、傷口がきれい過ぎる！　いったい何が出たっていうの！）

　ゴリゴリと薬草をすり潰しながら魔力を流して切り傷用の軟膏を作る。けが人の体力を削る治癒力向上よりは、よほどこちらの方が役に立った。

「アウルベア!?　ですが、あれはカマイタチなど……異常進化ですか！」

　珍しく焦った様子のアズマンの声が耳に届いた。少しでも情報を得たくて、居残り組のまとめ役であるアズマンの周囲の音を、自分の耳元に届ける風魔法を使っているのだ。あまりよろしくない魔法の使い方だが、それで得心がいった。通常のアウルベアならば、基本は前足の爪を武器にして襲って来る。師匠から聞いていた魔素溜まりの痕跡――魔素溜まりに触れることにより、異常進化して風を操る力を手に入れたとすれば、このケガの有様にも納得がいった。

　だが、問題はそこではなかった。

「隊長がしんがりに!?　何故止めなかったのですか！」

　軟膏を衛生班に渡す手が大きく震えた。アズマンの声は彼女にしか聞こえていないため、突然動きを止めたアデーレに、衛生班の男が首を傾げた。

「ったく、あの脳筋隊長はっ！　指揮する人間がしんがりを務めてどうするんですか！」

　珍しく憤りを露わにするアズマンに、アデーレは同意する。だが、部下を危険なしんがりに置いておけない彼だからこそ、アデーレは惚れ抜いているのだ。

（大丈夫。だって、オーロ隊長は、強いんだから）

　不安を振り払い、アデーレは改めて目の前の仕事に取り組む。遠くから指示を出してくる先輩魔法士が、風で人の匂い――特に血の匂いを飛ばせと言ってきていた。

（大丈夫。だって、強い。オーロ隊長は、強い！）

　それならば、彼が戻って来られる場所を守ることが、自分にできることだ、とアデーレは野営地を覆うように風の膜を作り、その周囲の空気を上空に逃がした。久々に大規模な魔法を使って脱力感が半端ないが、何とか自分を奮い立たせて仕事をまっとうする。

「隊長！」

　悲鳴のような叫び声にアデーレの集中が途切れそうになる。今、ここで風の膜を消してしまえば、他の魔獣をも寄せ付けかねない。アデーレは目を閉じ耳に蓋をして魔法に集中する。

「アデーレ」

　ぽん、と肩を叩かれ、目を開ければ、そこには先輩魔法士が立っていた。

「膜は俺が維持する。衛生班を手伝え」

「はい」

　自分が苦労して支えていた膜をあっさり引き継ぐ様子に、見習いの自分がなんだか歯がゆくなった。だが、力不足を嘆くのもつかの間、衛生班に合流したアデーレは目前の状況に目の前が真っ暗になった。

「オーロ、隊長……」

　呆然と呟くのも無理はない。目を閉じ、浅い呼吸を繰り返して横たわるエイダンの姿がそこにあったのだ。その巨躯のあちこちから血を流し、とりわけ腹部の傷が深いようで、縫い合わせなければ、と忙しなく動く周囲の声に、気が遠くなりそうになった。

「魔法薬でも間に合わない……！　何か手はないのか！」

「ダメです。あたしの治癒力向上では、隊長の体力を奪ってしまう。こんな状態でそんなことをすれば……とても」

　とても、もたない。その言葉はとても口にはできなかった。先輩魔法士に頼ろうにも、彼の使える魔法の属性では、そもそも治癒魔法を習得できないのだ。

（だから、治癒魔法を教えてって言ったのに！）

　ぐぐ、と拳を握りしめるアデーレ。師に対する恨み言を心の中で並べ立てていく間も、エイダンから流れていく血が地面を染める。

（いやだ。こんなことで、失いたくない……！）

　涙が滲む。それがふがいない自分への怒りなのか、エイダンが死んでしまうということへの絶望に打ちのめされた無力感なのか、どんな種類の涙なのか、自分でも分からなかった。

「アウルベアの位置を捕捉しつつ撤退します！　準備を急いで！」

　立ち尽くすアデーレを我に返らせたのは、あちこちに指示を出すアズマンの声だった。

（そうだ。アズマン様だってやれることをやっている。あたしだって、何かできることを……！）

　どうにかしてエイダンの傷を塞ぐ方法はないかと頭をフル回転させる。戦場特有の騒がしくも緊張した空気がアデーレの集中力を格段に高めていた。それは、王城でのんびりと師に言いつけられた研究をしていたときとは、比べものにならなかった。今必要なもの、自分が使えるものを頭の中に並べ立てていく。

（考えろ、考えろ、考えろ……！）

　そして一つの案にたどり着いたアデーレは、許可を得るべく先輩魔法士にエイダンを救う方法について説明をする。とても拙い説明だったろうに、彼は「いいぞ、やってみろ」と見習い魔法士である彼女に、新しい試みの魔法を使う許可を出した。

「あぁ、アデーレ。一度やると決めたからには、疑うな。その方式でできると思ったことを信じろ」

「はい！」
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　アデーレは青い顔のまま目を覚ます気配のないエイダンの横に膝をついた。両手を一番深い腹の傷の上に翳かざし、集中する。

（大丈夫。治癒力向上はよく使ってるんだから、それを一部分だけ改変するだけだから――――！）

　治癒力向上の魔法はかけられた当人の自然治癒力を上げるものだ。本来、時間のかかる治癒を早回しで行わせるため、傷によってはごっそりと体力を削ることとなってしまう。

　だが、これからアデーレが施す魔法は違う。治癒力向上で失われる体力を、術者の魔力で補うのだ。どれほどの魔力が持っていかれるか分からないが、エイダンを救う手立てはこれしか思いつかなかった。

（いっけぇぇぇ――っ！）

　およそ治癒を行うかけ声に相応しくないが、勢いが肝心だとアデーレは心の中で絶叫する。傷はみるみるうちに塞がり、アデーレの全身をまるで一晩徹夜したような疲労感が襲う。

（まだまだ……っ！）

　エイダンの顔色は青白いままだ。失われた血を補えとばかりに、魔法をかけ続けると、ゆっくりとだが確かにエイダンの顔色が赤みを帯びてきた。アデーレは気がついていなかったが、致命傷だった腹部の傷以外も治っていく。

（も、げんか、い……）

　ギリギリまで魔力を放出したアデーレの視界が、白いモヤに包まれていく。彼女はそのままバッタリと倒れた。
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「っ！」

　目を覚ましたアデーレは、勢いよく上体を起こした。慌てて周囲を見渡せば、そこは見慣れた荷馬車の中だ。自分を看病してくれたのだろうか、見覚えのある騎士が目を丸くしている。

「大丈夫ですか、アデーレさん」

　確か、ヨハネスという新人騎士だったはずだ、とそこまで思い出して、アデーレは彼の両肩をがしっと掴んだ。

「ここはどこ！　あれからどうなったの！　オーロ隊長は!?」

　ゆさゆさと力の限り揺さぶると、ヨハネスは「ま、ままま、待ってくだささささ」と何とか興奮するアデーレを止める。

「王都に向かう馬車の中です。アデーレさんは、なんか魔力欠乏？　で倒れたらしく、撤収時にも目が覚めていなかったので、こうして荷馬車の隅に寝かせて運ぶことになったんですよ」

「撤収!?　待って、あの風属性特化のアウルベアはどうなったの？」

　アデーレの問いかけに、何故かヨハネスは目を輝かせた。

「もちろん、討伐されました！」

　簡潔過ぎる答えに、アデーレは思わずヨハネスの襟元を掴んだ。首が絞まるだろうに、なぜか恍惚とした表情を浮かべたヨハネスは、再び口を開く。

「本当にすごいですよね、隊長は。見えない斬撃への対処なんて、自分には到底無理です」

「……オーロ隊長が、討伐、したの？」

「はい！　すごかったらしいですよ！　わざと土埃を立たせることによって、風の刃を可視化したとかで。普通はそんなの思いつかないし、見えたとしても躱かわしたりなんかできないですよね！　さすが隊長です！」

「え、そんなに圧倒的だった、の？」

「はい！　隊員を逃がすときにはそちらに気を取られて怪我を負ったらしいんですが、一人で立ち向かったら敵なしですからね！　副隊長も『喜々として戦いに戻るなんて上に立つ者としてどうなんですかね』って褒めてました」

　普段であれば、いやそれ褒めてない、とツッコミを入れるところだったが、あのアウルベアを相手に圧倒的な力を見せつけたと聞いたアデーレは、エイダンが生きているどころか元気いっぱいであることに安堵し、そして、絶叫した。

「あああぁぁぁ、何ソレ見たかったっ！」

「わかります！　自分も華麗な隊長の活躍を目に焼き付けたかったです！　せめて隊長と一緒に現場に戻れるぐらいの力量があれば良かったんですけど、そのときに同行したのは二人だけでしたし、自分ではとてもかなわない先輩でしたし」

「あなたはいいわよ！　あたしは後方支援だから絶対に現場になんて行けないのよ？　ああぁぁぁ、格好いいオーロ隊長見たかったぁぁぁ」

　何故かそこからエイダンを崇拝する新人騎士ヨハネスと二人で、いかにエイダンが格好いいか、それぞれが知る格好いいエピソードの披露会になってしまった。二人とも酒も入っていないのに、何故かハイテンションで。

「あー、盛り上がってるところ、いいか？」

　ひょい、と荷馬車に乗り込んで来たのは、アデーレと一緒に同行していた先輩魔法士だった。普通であれば走っている荷馬車に乗り込むのは難しいのだろうが、徒歩の騎士と併走していてスピードが遅いことと、何より得意の風魔法で補助したからこそ、可能になった軽業だ。

「アデーレ、今回使った魔法については、しっかり書面で師に報告するように」

「はい。……って、やっぱり、怒られますよね」

「怒られる？」

「だって、魔力欠乏で倒れちゃったんですよ？　自己管理がなってないって、師匠に怒られるやつです」

「あー……、まぁ、確かに褒められたことじゃないが、今回はオーロ隊長の怪我も治せたし、それほど怒られないはずだ。……まぁ、別の意味で大変になるかもしれんが」

「別の意味、ですか？」

「詳しくは師に報告したときに教えてもらえ。それだけだ」

「あっ、待ってください」

　何か含む物言いだったため、詳しく教えてもらおうと思ったのに、先輩魔法士は再び外に行ってしまった。

「やっぱり、倒れるのはダメなんですか」

「騎士さんだってそうでしょう？　同じですよ……」

「あまりきつく怒られないといいですね。うちの隊の場合は、自分の基礎体力が足りない、もしくは把握できてないのは問題だ、って言われて走り込みを命じられそうですけど」

「……きついですね」

「はい、きついんですよ」

　さっきまでのテンションはどこへやら、二人は苦笑いを浮かべて目を合わせると、示し合わせたようなタイミングで同時にため息をついた。

















第五章　昇格は別れの兆し












「……へい？」

　師匠に恐る恐る報告書を提出したアデーレは、予想もしていなかったことを言われ、間の抜けた返事をしてしまった。「はい」ではなく「へい」である。

「あの……、師匠？」

「なにか？」

「聞き間違いでなければ、なんですが、変な単語が聞こえたんですけど」

「えぇ、聞き間違いじゃない。確かに言ったわ。――――おめでとう。アデーレはめでたく正式な魔法士として昇格だよ」

「ふへぇぇぇっ!?」

　予想していた驚愕の叫びを、ヘザーは耳を塞いでやり過ごした。たぶん、魔法士の誰もが通る道だ。かつてのヘザーもそうだった。

「見習いから正式な魔法士として認められる条件はたった一つだ。独力で既存の魔法を改変する、もしくは新たな魔法を作り出すこと」

　魔法が発動するプロセスを正しく理解していなければ、そんなことはできない。師から教わることができるのは、初歩と呼ばれる魔法のみ。そこから先は自分で発展させないといけないのだ。もちろん、これは意地悪でも何でもない。初級より上の魔法については、各々が自身の属性に合った形で改変しなければ威力・効率ともに不安定になってしまうのだ。そのための必要措置であって、くどいようだが意地悪ではない。

　師から説明される一人前の魔法士のあり方に相槌を打ちながら、ヒントぐらいくれたっていいじゃない、とこっそりボヤいたアデーレだったが、このことについて決して魔法士以外に話してはいけないという誓約魔法をかけられると、神妙にそれを受け入れた。

「いい？　これは未熟な魔法士が事故を起こさないために、絶対破ってはいけないものなの。魔法士以外の人間に知られることがあれば、魔法士全体が危険視されかねない。それは分かるわね」

「はい」

　ようやく不出来な弟子が心から納得したと判断したヘザーは、小さく息を吐いて無駄にプレッシャーをかけていた前のめりの姿勢をやめ、力を抜いてイスに身体を預けた。

「それで、どうするの？」

「どうする、ですか？」

「見習いから一人前になったんだし、これからのことを考えなきゃいけないでしょ？」

　指摘されてアデーレは小さく震えた。

（一人前となった魔法士は、ここを去らなければならない……）

「あ、の、師匠」

「あ、先に言っておくけど、アデーレの助力を必要とするような研究は抱えてないから」

　先を読んだ師匠に断られ、アデーレはがっくりと肩を落とす。

「まぁ、何もすぐに追い出すって話じゃないんだから、ゆっくり考えなさい」

「はい……。ちょっと、休憩、行ってきます……」

　とぼとぼと部屋を出て行くアデーレの足取りは重く、一人前になった喜びは微塵も見られなかった。

（……あたし、どうしよう）

　足は自然と騎士棟へ向かうが、何か仕事上の用件があるわけでもないので、入ることもできない。仕方なく魔法棟に戻り、休憩用に設けられているちょっとしたバルコニーに出る。ふわり、と頬を撫でる風がアデーレの黒髪を乱した。

「見えるかな……」

　視線の先は騎士棟だ。ここから遠見の魔法を使えば外の訓練所ぐらいなら覗き見ができる。こっそりエイダンを観察し続けたため、遠見の魔法はアデーレの得意な魔法となっている。

（あぁ、そうか、これも……）

　遠見は苦手な光属性の魔法だが、適性の高い水属性に改変できると気付く。空気中の水分を集め、レンズを作ればいいのだ。あっさりと成功した遠見（我流）の魔法に、なんとなく魔法士はこういうものなのだと理解する。

（なんで今まで気付かなかったんだろう。こんな簡単なことなのに）

　いつもより精度が高くなった遠見にはしゃぎたくなる反面、あぁ、だからヒントも与えてはいけないのかと納得もする。自分で気がつかなければ意味がないのだ。

（あ……、いた）

　今日も元気に部下をしごいているエイダンの姿に、胸が苦しくなる。城を出てしまえば、こうしてこっそり見ることもできなくなってしまうのだ。それどころではない、もし、王都から離れることになれば、付き合いも自然消滅してしまうかもしれない。

（どうしたら、いいんだろう……）

　離れたくない。けれど、離れなくてはならないかもしれない。

（やだなぁ……）

　視線の先では、エイダンが部下の一人の腕を掴み、背負い投げをしていた。そして、力の使い方を解説しているのか、ポイントとなる身体の部位を指差しながら、口を動かしている。

（やだ……やだよぉ……）

　滲んだ視界は魔法の制御が甘くなったことによるものではない。その証拠に瞬きをすれば再びエイダンの姿がくっきり見えるようになった。頬を流れた液体は、この際無視した。

　エイダンは今度は木刀を手にして、騎士たちに何かを告げていた。すると、彼らがいっせいにエイダンに斬りかかる！　だが、エイダンは落ち着いた様子で自分に向かう切っ先を捌いていった。鮮やかな動きにアデーレの胸がときめく。それなのに、涙が止まることはなかった。







●―○―●―○―●








「――あれから北の山では異常進化した個体やその痕跡は見られないようです」

「そうか」

「それと、他の隊との人員交換についてですが、ゾラニとエルヴィンに決まりました」

「そうか」

「あと、総隊長のお孫さんの成人祝いについては、いつもの商会で手配しておきました。詳細はそちらの資料に」

「そうか」

　あまりのおざなりな返答にイラッときたアズマンは、成人祝いをとんでもなく高額な品で再手配してやろうかと思うものの、実害のある嫌がらせはよくない、と思いとどまった。

「アデーレ嬢がめでたく見習いから昇格したそうですね。こちらも祝いの品を手配しておきましょうか」

「そうか……」

「アデーレ嬢はうちの隊でも人気がありますからね。不満一つ言わずに任務に同行してくれる魔法士は希有ですから。ですので、隊員の中には結婚を申し込んで嫁として王都に留めないと、と息巻いているのが何人か」

「何だとっ!?」

　さすがに聞き捨てならない話題だったのか、エイダンが飛ばしていた心をようやくここ執務室に戻した。

「誰だ！　オレが今すぐ――――」

「今すぐ？」

　副官が復唱するのに、エイダンは決まり悪そうに口を閉じた。

「貴方がアデーレ嬢と付き合っていることは皆知っていますよ。そんなことを言う者はいません」

「そうか」

「そうかじゃありませんよ。アデーレ嬢を重宝しているのはうちの隊だけではないんですから、他隊で同じようなことがあるかもしれませんね」

「……」

　辛辣な副官の言葉のナイフによって、エイダンは大きなダメージをくらって机に突っ伏した。

「何をうじうじもだもだしているんですか、隊長らしくない」

「オレらしい、って何だ」

「そうですね。先日の遠征で傷が治るや否や、異常進化個体に一人で特攻をかけようとするところ、でしょうか」

　アズマンは心の中で「あと、部下を庇って傷を負うところも、ですけど」と付け加える。もちろん、反省を促している今のタイミングで口には出さない。

「どうせ、傷を治したのがアデーレ嬢だったことにも気がつかなかったんでしょう？」

「……」

　図星過ぎてぐうの音も出ない。あのときは本当に神経が高ぶっていて、倒すべき魔獣のことしか頭になかった。いかに人的被害を少なく済ませるか、と。

「詳しくは知りませんが、あの一件で一人前と認められたのでしょう？　喜ばしいことではありませんか」

「お前、分かって言ってるな」

「えぇ、もちろん」

　長い付き合いの副官にはお見通しだ。アデーレが一人前になったことを喜びたい反面、王都を出て行ってしまうのではないかと心配している上官のことなど。

「あれからゆっくり話もしていないのでしょう？　忙しいというのを口実に」

「ぐ」

「急ぎの書類は終わりましたし、とっとと魔法士棟に行ってきたらどうですか」

「いや、しかし――――」

「勤務時間中なのに、という話なら聞きませんよ。どうせ先方のヘザー女史もアデーレ嬢を持て余しているでしょうし」

　暗に似たもの同士だからと仄めかしたが、エイダンの心配はそこではなかった。

「……たとえば」

　エイダンは、言葉を切って、唾を飲み込む。

「たとえば、オレが彼女に出て行って欲しくないと言うのは、オレ自身のエゴじゃないか？　彼女の選択肢を狭めるようなことをするのは……」

「隊長はとりあえずしっかり自分の気持ちを伝えることから始めてください。その上で判断するのはアデーレ嬢でしょう。それに、エゴなんて言葉を使うのはあちこちに根回しをして、城外に出る選択肢を埋めてから言ってください」

　酷薄な笑みを浮かべるアズマンに寒気を覚えたエイダンだが、言っている内容は確かに納得出来る内容だったので、それもそうか、と頷いた。

「どうぞ、『口実』です」

　アズマンが差し出したのは、北の山の探索結果だ。先程口頭で報告を受けた「異常なし」の詳細が記載されている。

　魔法士棟へ行く理由を受け取ったエイダンは、アズマンに礼を告げると立ち上がり、部屋を出た。

「……まったく、世話の焼ける」

　残されたアズマンは、仕事では頼もしいのに、私生活は頼りない上官の後ろ姿を見送ると、ごそごそと自分の仕事に取りかかり始めた。エイダンに見られないようにと隠していた書類の先頭には「嘆願書」の文字がでかでかと書かれていた。







●―○―●―○―●








「オーロ隊長直々にこちらに来るのは、随分と珍しいことですね」

「……今回の報告書について、魔法士の方の意見を伺いたいと思いましたので」

　もちろんそれが口実だと分かっているヘザーは、目線を動かして弟子の様子を確認する。予想通り、頬を染めてこちらを……というよりエイダンを盗み見していた。いや、手元が完全に疎かになっているので、盗み見などという可愛らしいレベルではない。エイダンが背を向けているのをいいことにガン見である。

（ありゃ、頭の中がピンクに染まってるわ）

　いつもなら自分から騎士棟に赴かないと会えない相手が来たことで、はしゃぎまくっているに違いない、とヘザーは断じたが、実際その通りである。

　ヘザーはアデーレの頭の上に小さな氷つぶてをいくつか降らせた。一応、仕事中だという意識はあったようで、慌てて作業に戻るのが見えた。

　頭半分で聞き流していたエイダンの報告に、ヘザーは小さく頷くと口を開く。弟子を叱りつつ説明を聞くのはたやすい。それが手元の報告書とほとんど差異のない説明ならなおさらだ。

「――――えぇ、そういう話なら、確かにその一個体に魔素が集中したと考えてもいいかもしれませんね。魔素溜まりの痕跡から想定される魔素の量と、先日の任務で討伐された異常進化個体の亡骸から測定した魔素を、こちらでも調べていますので、結果が出ましたら、報告しますわ」

「そうですか。よろしくお願いします。――――ところで、アデーレを少しお借りしても？」

　騎士らしく慣れた様子で礼を取るエイダンは、少しばかり気まずそうにヘザーに尋ねた。

「えぇ、構いませんわ。ちょうど進路について悩んでいるようすですので、オーロ隊長に相談にのってもらえたらと思っていましたの」

　暗に「恋人同士なんだからきっちり話し合え」と言われ、エイダンはアデーレの方を振り向いた。するとしっかりばっちり師匠と恋人のやり取りを見守っていた彼女と目が合う。

「アデーレ、少しいいか？」

「はい！　師匠、いいですよね？」

　返答はしっしっと追い払われるようなジェスチャーだけだったにも関わらず、アデーレは満面の笑みを浮かべた。部屋を出るのも待てない様子で、つま先立ちで伸び上がってエイダンの耳元に口を寄せる。

「今度のデートはいつにします？」

「……三日後なら非番だが」

「じゃぁ、三日後にしましょう。今、頑張ってオーロ隊長のサイズの張り型で拡張を頑張っているので、その日までに……」

「は!?」

　エイダンは目を丸くしてアデーレを見た。一瞬、何を言われているのか理解できずに……というより、理解を拒みたくなるような単語があった気がしたのだ。

「ですから、張り型をですね？」

「張り型なんぞを使うなんてとんでもない！」

　最初はひそひそ話から始まっていたはずなのに、エイダンは驚愕のあまり大声で否定してしまった。

「いいか。うら若き乙女がそんなものを使うものではない。そもそも道具を手に入れることを自体、外聞が悪く、ふしだらな娘と後ろ指をさされてしまうだろう？」

「そんなに言うんでしたら、とりあえず一度試してみましょう！　それで入りそうになかったら、張り型で拡張を続けるということでどうでしょう」

「試し……試し!?」

　あけすけな誘いにエイダンが顔を真っ赤にしたところで、傍観を決め込んでいたヘザーが助け船を出した。

「ここに私がいるのを忘れないで欲しいわね。そういう話題は、人のいないところでこっそりひっそりやってくれる？」

　アデーレとエイダンは顔を見合わせ、そそくさと部屋を出た。向かう先は他部署との打ち合わせに使われる小部屋だ。防音処理が為されているので、プライベートな話をするのにも使われていたりする。

「すみません。ちょっと気が逸はやりました」

「いや、オレも動揺し過ぎた……」

　四人掛けのテーブルセットに、向かい合わせではなく隣同士で座った二人は、自然に寄り添う。

「……聞いてもいいだろうか」

「なんでしょう？　あ、張り型の入手経路ですか？　それなら城下の――――」

「そこではない。いや、気になるのは気になるが、オレが聞きたいのは、アデーレ、君のこれからのことだ」

　はぐらかそうとしていたアデーレは、申し訳なさそうに目を伏せた。

「正直、決めかねているんです」

「……」

「最初、師匠の弟子としてここへ来た頃は、あたしには研究ってあまり向いていないから、一人前になれたら実家近くの程良く栄えた都市で魔法薬を作って売ればいいかな、って、ふんわりと思ってたんです」

「ならば、それで――」

「イヤです！」

　アデーレはかぶりを振って強く否定した。エイダンを見上げる黒檀の瞳にみるみる涙が溜まっていく。

「あたし、オーロ隊長と離れたくありません！　こんな形でお別れなんてイヤです！」

「だが、ここに残るとなれば研究の補佐になってしまうだろう？　オレはそんな形で君の一生に関わる選択肢を狭めたくはない」

「隊長は、あたしと離れてもいいんですか？」

　ごまかしは許さないとばかりに強い視線を向けるアデーレに、エイダンは本音を吐露するしかなかった。

「正直、離れたくは、ない。……だが、だからと言って君に不自由をさせるのは、オレの矜持が許さないんだ」

「あたしの気持ち、重い、ですよね」

「違う。オレが融通の利かない男なだけだ」

　アデーレの濡れた瞳と、エイダンのダークブラウンの瞳が交差する。

　しばらく無言で見つめ合ったのち、先に立ったのはアデーレだった。

「あたし、諦めるつもりはありません。城を出ても、城下町で仕事を探したっていいですし」

　すたすたと小部屋を出るべくドアを開けたアデーレだが、入り口でくるりと振り向いた。

「諦めませんからね！」

　まるで宣戦布告のように口にすると、小走りで去って行ってしまった。

「……まいった」

　残されたエイダンは、片手で顔を覆い、嘆息した。

（女々しいのは、オレの方じゃないか）

　かつての恋人、ロージーのことを思い出す。それなりに逢瀬を重ね、そのまま身体を重ねる流れになったとき、興奮した彼自身の大きさに慄き逃げ出したのは彼女の方だった。そのまま互いに気まずくなって自然消滅したが、仕事上で付き合いのある相手だけに、顔を合わせることは避けられなかった。何かと突っかかってくるようになってしまったロージーを、副官であるアズマンは「女狐に引っかかった」と酷評するが、エイダンは自分にも瑕疵かしがあったのではとロージーに罵られるたびに自問自答したものだ。

　だが、アデーレはどうだろう。同じような状況下でも、ロージーとは違い前向きに問題解決に乗り出していた。まぁ、まさか張り型を手に入れて拡張、などというトンデモ解決法を見いだすとは予想の遙か上をいっているが。

「アデーレに負けていられないな」

　そう自身に言い聞かせるように声に出したエイダンの顔には、先程までの弱気は欠片も残っていなかった。

（アデーレが王城に残る……最低でも城下町で生計を立てられるようにするためには、どうすればいい？）

　アデーレの得意属性には希少性はない。本人も口にしていた魔法薬の調合だって、一人前の魔法士の中なら同じぐらいの腕はゴロゴロいるだろう。

　アデーレが他の魔法士より秀でていることは何か、と考えながら席を立ち、騎士棟へと戻る道を辿る。

（取り柄といえば、遠征にも物怖じせずついて来るし、何より野営で役に立つ。少なくとも鳥や獣を解体できる魔法士など、アデーレ以外に見たこともない）

　だが、魔法士に求められるのは火力であったり搦からめ手てであったり、要は騎士では持ち得ない魔法の腕だ。果たして強みになるのだろうか。うんうん唸りながら自分の執務室に戻ると、副官が「予想よりも随分早いですね、決裂ですか」などと早々に心を抉るような邪推を口にした。

「決裂してたまるか。…………アズマン、お前の忌憚きたんのない意見を聞きたいんだが」

「容赦のない意見でよろしければ」

　いつになく厳しい返答に、不在時に何かあったのか、と室内をぐるりと見回す。そして、自分の机に積まれた書類束に目を止めた。部屋を出るときにはなかったはずのそれは、内容を見れば文官棟からの届け物と知れた。となると、アズマンが不機嫌な理由も簡単に予想ができる。

「来たのか」

「えぇ、来ていましたよ」

　誰が来たのかは分かっているので、エイダンはその名前を口にしないし、アズマンもまた同様だ。ロージーが書類の配達がてらやってきて、また嫌みをぐちぐちと放り投げていったのだろう。

「……それはいい。オレが聞きたいのは、討伐などの実践任務に特化した魔法士の必要性だ。需要はあるだろうか」

　エイダンの口にした内容に、常に冷静を心掛けているアズマンの表情が崩れた。取り繕うことを忘れ、驚きを露わにしている。

「なんだ、その顔は」

「純粋に驚いているだけですよ。まさか、隊長の口からそんなことを言われる日が来ようとは。実務でなければ頭を働かせることはないと思っていましたが、……恋とは偉大なものですね？」

　おどけたように付け加えられた言葉を、普段であれば否定して切って捨てるエイダンだったが、今はなぜかすんなりと受け止められた。

「必要に迫られれば頭も動く」

「なるほど、アデーレ嬢は貴方に必要だ、ということですね。良かったです。これが無駄にならなくて」

　アズマンは先程までまとめていた書類をエイダンの机にドン、と置いた。

「……『嘆願書』？」

　エイダンは中身を急いで確認する。そこには、研究偏重の魔法士を戦場に連れていくデメリットや実際に起きた弊害、王城で抱える魔法士を無作為に選んで遠征等に参加させるにはどうしても向き不向きが出てしまうということ、かといって実戦に向いている魔法士ばかりを指名すれば、研究に影響が出ると苦情を受けた事例などがまとめられていた。そして最後に王城で働く魔法士を研究職と実戦職に分けた方が効率的だと結論づけている。

「これは……！」

「言っておきますが、私が言い出したのではありませんよ。それだけ慕われているということでしょうね、アデーレ嬢が」

「なんだと……!?」

　まるで戦場であるかのように剣呑けんのんな気配を噴出させたエイダンに、アズマンはさらりと「冗談です」と訂正した。

「正しくは、隊長と彼女が、ですね。部下に慕われる上官を持って幸せですよ」

　どこか平坦な声音で告げたアズマンは、嘆願書の末尾に付けた署名のリストを見せた。それはこの嘆願書の内容に賛同する者たちの署名で、その数にエイダンの目頭が熱くなる。

「もちろん、すぐ正式に採用されるとは思いませんが、試験的な導入、という話なら稟議りんぎも通しやすいでしょう。そこから先はアデーレ嬢の頑張り次第です」

　もちろん、隊長である貴方の署名も必要ですよ、と最後に付け加えられたセリフに、エイダンが頷かないはずはなかった。

















第六章　心重ねて












「……だからと言って、早々にこれはどうなんだ？」

「はい？　何かおっしゃいましたか？」

　その声が小さ過ぎて聞き取れなかったアデーレが聞き返すと、エイダンは「なんでもない」と首を振った。

　互いの非番を合わせた――正確にはエイダンの非番にアデーレが休暇をもぎ取ったデートの日、いつものように待ち合わせた二人は、いつものように庭園や植物園などの品性正しいスポットに向かう……ということはせずに、まっすぐにこの店へやってきた。大きなベッドとささやかなテーブルがあるだけの部屋を貸し出すこの店へ。出会い茶屋とか連れ込み宿と呼ばれる、いわゆる恋人たちが愛を確かめ合うための場所に。

「よいしょ、っと」

　お出かけ用の小さな鞄を置いたアデーレは、軽いかけ声とともに、レモン色のワンピースを脱ぎ去った。露わになったのは、凹凸に物足りなさはあるものの、女性らしい華奢な肢体とそれを包む黒地にピンクのリボンでアクセントをつけた上下一揃いの下着だ。色気のないドロワーズなどではなく、紐パンツを選ぶあたりにアデーレの本気度合いが透けて見える。

「オーロ隊長？」

　エイダンのすぐ隣に腰を下ろしたアデーレは、自分を見つめる瞳に気がついたのか、ベッドに腰掛けたまま動かない彼に首を傾げて見せる。その仕草すらあざとく見えて、エイダンの身体の芯にじんわりと熱がくすぶり始める。処女でないのは知っていたが、思い切りが良過ぎないか、と思いつつ、口をついて出たのは全く別の言葉だった。

「そろそろ、その呼び方を変えないか」

「？」

　本人は無意識なのだろう。だが、こうしたプライベートな場にあっても「隊長」と呼ばれ続けると、なんとなく面白くない。一線を越えようというのに、職務を思い出させるような呼び名では、理性がどうしても頭をもたげてしまう。

「えっ、と……」

「エイド」

「？」

「家族や親しい者は、オレをそう呼ぶ」

　アデーレは、ようやく何を言われているか分かったのだろう。なにやらせわしなくあちこちに視線を向け、そして、いつも元気な彼女にしては珍しく、蚊の鳴くような小さな声を出した。

「……エイド？」

「あぁ」

　エイダンが返事をすると、みるみるうちにアデーレの頬が赤く染まる。

「どうしよう……、なんか、すごく恥ずかしいんです、けど、嬉しい……！」

　あまりに可愛らしい反応に、思わずエイダンは彼女を抱き寄せた。ふわりと鼻腔をくすぐる甘い香りとやわらかく温かな体温を感じ、彼女の腰に回した手に力を込めた。

「んっ、オーロ隊長」

「エイド、と言っただろう」

「え、エイド……、その、力が強くないですか？」

　エイダンはアデーレの非難を無視して、彼女を自分の上に座らせる。そうして再び真正面から強く抱きしめると、早鐘を打つ彼女の心臓の音を感じた。

「アデーレ、本当に大丈夫か？」

「……何が、ですか？」

　情けない泣き言を告げる前に、エイダンは彼女の身体をくるりと反転させて自分に背を向けさせた。だが、膝の上から下ろす気はない。

「前の恋人は、その……オレのモノの大きさにおののいて逃げた。商売女しか抱いたことのないオレは、お前を……あー、壊してしまう、かもしれない」

　張りのない声での告白に、アデーレは逆にきゅんと胸が鳴るのを感じた。

（あの雄々しいオーロ隊長が！　まるで捨てられた犬のように弱った声で！　ちょっと待って、心臓が持たないんですけどぉっ！）

　少しだけ体勢を変えて、ちょうど横抱きの形になるように座り方を変えたアデーレは、上目遣いにエイダンを見た。

「大丈夫ですよ！　何とかなりますって！　……そんなことより、あたしは、触ってもらえないことの方が悲しかったです」

　分厚い胸板に頬を寄せ、彼のシャツ越しにまるで猫が懐くようにすり寄る。それから彼の首に手を回すと、軽く触れるだけのキスを仕掛けた。

「アデーレ……」

　エイダンの焦茶の瞳が熱を孕んだ。それが情欲の炎であることを願いつつ、アデーレは再び唇を重ねる。と、緩く唇を開けた彼女が舌先を伸ばすより先に、エイダンの舌がアデーレの口内に侵入する。後頭部に手を回され、まるで貪るように口を吸われ、アデーレの身体の熱がいっきに上昇する。

「ん、……オーロたいちょ」

「エイド、だろ？」

「……エイド」

　情動に煽られるように再び唇を重ねると、エイダンの手が彼女の背中を宥なだめるように撫で始めた。だが、男らしく固い大きな手で触れられると、そこから熾火おきびがくすぶり始めるように、アデーレの身体の芯が熱くなっていく。自然と腰が揺れると、その仕草が今度はエイダンの方を煽る。長いキスを終える頃には、二人の瞳は全く同じ情欲いろに染まっていた。

「今更、止められはしないぞ」

「望むところです」

　些細なやりとりもなんだかくすぐったく感じて、二人は笑みを交わす。

　エイダンはアデーレの腰を掴み、自分と向き合うように跨がらせた。再び唇を重ねるが、ちゅ、ちゅ、と鳥がついばみ合うように軽く、角度を変えて何度も繰り返す。エイダンの手はなだらかなアデーレの胸に添えられ、まるで割れ物を扱うように優しく揉み始める。そのもどかしい刺激に、アデーレは「もっと」とはしたなくねだるセリフを口にした。彼の太い首にかけていた手を片方外すと、人並み程度のささやかな胸を彩っていた下着のリボンを解く。さらけ出された白い双丘とその天辺で強く自己主張をする桃色の蕾にエイダンは息を飲んだ。その白い柔丘に手を添えたまま、彼は背中を丸めて胸元に口づける。そのまま強く吸えば、赤く所有の花が咲いた。

「ん……っ」

　ちりりと走る痛みにアデーレが吐息を飲み込むと、エイダンは二つ、三つと次々に赤い花を生み出す。

「やっ、あんまりたくさん……」

「こんな場所だ。誰にも見られることはないだろう？」

「それは、そうですけど……ぁっ」

　敏感な頂きに吸い付かれ、アデーレがその甘やかな刺激に背をのけぞらせた。もっと愛撫をねだるように差し出された胸を、エイダンは遠慮なく吸い付き、舌でつつき、つぶし、転がす。そのたびにアデーレの下腹部がじんと痺れ、腰が無意識に揺れた。

「そんなに、強くされたらっ、取れちゃいます……」

「取れたら困るな。だが、気持ちいいのだろう？」

「気持ちいい、です……」

　アデーレのセリフを裏付けるように、彼女の息が浅く短くなり、うっすらと胸の谷間に汗が滲み始める。それを舐め取るように舌を這わせたエイダンは、彼女の腰を支えていた手を不埒に動かし始めた。最後に残された下着の中に差し入れ、小ぶりだが張りのある尻を撫でる。アデーレはその手から逃れようと腰を動かし、下から押し上げる固いものに気がついた。

「オーロ隊長……、これ、苦しくないですか？」

「エイド、と言っただろう？　苦しくないと言えば嘘になるが、まだ早いだろう」

「はやくないですよぅ、あたしだけ脱ぐのって、不公平じゃないですか？」

「……仕方ないな」

　エイダンはアデーレを膝に乗せたまま、シャツを脱ぎ捨てる。鍛え上げられた筋肉と荒事をくぐり抜けたいくつもの傷跡を見せつけられ、アデーレの瞳が蕩けるように潤んだ。

「こっちも、ですよ？」

「おい、そこは待て、アデーレ……っ」

　膝立ちになったアデーレの指がズボンを留めていた紐を解き、前を緩めた。すると、エイダンの股間を押し上げていたものが、ぼろん、と解放を喜ぶかのように飛び出してきた。アデーレはその大きさに息を飲む。

（うそっ、あのときよりも大きくなってない……？）

　口に含んだあの日、確かにしっかりとその大きさを感じたはずだった。だが、今、自分の股間に押し当てられるように天を向くその肉杭は、明らかに一回り大きく見えた。

（どうしよう……、入る、かな）

　困惑していると、ふいに背中が押された。考えに没頭していたため、アデーレは彼の胸板に飛び込むように倒れ込む。なけなしの自分の胸が少しばかり潰れるのを感じた。

「あまり見るな。気恥ずかしい」

「ごめんなさい」

　アデーレは彼の厚い胸筋を撫でるように手を添わせると、小さく謝った。だが、どうしても意識は自らの股間に触れる熱棒に向かってしまう。

「……ローション、必要かな」

　万が一のために鞄に忍ばせたアイテムを思い出し、アデーレは呟く。それを聞いたエイダンは低い声で笑った。

「必要ないだろう」

「？」

　エイダンは「気付いていないのか」と囁いた。アデーレが聞いたことのないエイダンの色気たっぷりの掠れた声に、下腹部がきゅうっと震える。

「これだけ濡れていれば、そんなものに頼る必要はないだろう」

　エイダンがころりとアデーレをベッドに転がす。仰向けに寝転がった彼女を追うように、エイダンは手早く中途半端に脱がされたズボンを脱ぎ去ってベッドに上がる。

「もちろん、丁寧に解す必要はあるだろうがな」

　エイダンの指が下着を留める頼りないリボンをあっさりほどく。下生えを無骨な指で撫でられて、ようやくアデーレも気がついた。彼女の蜜口がすっかり濡れそぼっていることに。

「あ、のっ、それなら、自分で……あぁっ」

「オレの楽しみを奪わないで欲しいな」

　エイダンの中指を飲み込んだ膣壁が震える。愛液に塗れたそこは、間違いなくアデーレも興奮していたという証だ。それが嬉しくて中指を愛液に絡ませるようにゆっくりと動かした。

「だって、そこ、きたな……あっ、ダメ！　ダメですっ、んんっ！」

　アデーレの制止の声を無視し、エイダンは彼女の股間に顔を近づける。

（汚いというなら、アデーレもオレのを咥えただろうに）

　中指は彼女の泥濘でいねいに埋めたまま、蜜に濡れた花弁を押し広げたエイダンは、慎ましやかに隠れていた淫芽を舌先でつつく。アデーレの腰が跳ねるのを押さえつけ、壊さぬよう細心の注意を払って愛撫を繰り返せば、そこはぷっくりと赤く自己主張をする。

「あぁ、かわいいな、アデーレ」

　最も敏感な場所に口づけながら、蜜口に突き立てた指を増やし、ざらついた壁を押し広げるように愛撫を繰り返すエイダン。とろりとさらに滲み溢れる蜜がもっとと催促する涎にも見え、エイダンはさらに指を増やした。さすがに三本も入れれば中はきつく、それでも貪欲に飲み込む彼女を内側から何度も責め立てた。

「やぁぅっ、ダメっ、これダメっ」

「ダメじゃないだろう？」

「イヤなのっ、指じゃなくてっ、あぁぁっ」

　エイダンの容赦ない愛撫に達してしまいそうになるアデーレは、強く歯を食いしばって絶頂を迎えそうになる身体を押しとどめる。

「……アデーレ？　今のは」

　聞き間違いかと手を止めたエイダンに、アデーレはふるふると首を横に振る。

「指じゃないんです。その……ちゃんと、繋がりたい、です。だめですか？」

　もちろん、エイダンに否やはない。彼女が望むならと、アデーレの膝を立たせ、足の間に陣取り、天を向いて涎を垂らさんばかりの怒張を秘裂に突きつける。

「……」

「……？」

　そこから動こうとしないエイダンに、アデーレは小首を傾げる。熱いものは押し当てられているのに、微動だにしないのだ。

「……エイド？」

「っ」

　声を掛けられ、大きく震えたエイダンの切っ先がアデーレの肉芽を掠める。予想外の刺激にうっかりイきそうになったアデーレだが、何とか堪えて上体を起こした。

「……その、やはり壊してしまわないか心配で。アデーレの身体は華奢だから」

　大事にしたいと言われて怒る女性は少ないだろうが、それでもここまで来たのだから、バシッと決めて欲しかった。アデーレは自分の手を無造作に前に突き出す。

「……えい」

　アデーレに力負けしたわけではないが、彼女の意図を汲み取って後ろに倒れ込んだエイダンを追うように、彼女は彼の太ももの上に跨がった。

「ちょ、待ってくれ」

　慌てて上体を起こしたエイダンの首に、アデーレの腕が絡みついた。

「待ちません。だって、とりあえず試してみようって話をしたじゃないですか」

　アデーレは視線を下に向ける。凶悪なフォルムの肉杭が彼女の股間から生えているような錯覚に、ちょっとだけくらくらした。

（大丈夫！　だって、最終的には赤ちゃんが通るような場所なんだし！）

　腰を浮かせたアデーレは、肉棒に手を添えて固定させると、ゆっくりと自分の腰を落としていく。

「んっ、……っ」
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　熱の塊がゆっくりと自分の身体に挿入はいるのを感じ、アデーレの緩く開いた口から吐息が漏れる。

　覚悟を決めたエイダンも、彼女の尻に手を添えて彼女の動きを助ける。

「大丈夫か？　無理は――」

「だいじょうぶ、ですっ」

　亀頭を飲み込んだアデーレは、何度かゆっくりと上下を繰り返しながらより深く腰を落としていく。愛液の助けもあって、とうとう全てを中に収めると、潤む瞳で真正面にあるエイダンに笑みを向けた。

「ほら、大丈夫、だった、でしょ？」

　そう言うものの、内側からの圧迫感に身じろぎさえも苦労する程だ。そんな精一杯の彼女の虚勢が嬉しくて、エイダンは衝動的に彼女を強く抱きしめた。

「あっ、や……、ああぁぁっ」

　それが最後の一押しだったのだろう。散々指で蕩かされた身体が突然の抱擁というささやかな、けれど、愛する人からの行為に堪えられず、アデーレの身体が硬直し、大きく震える。

「んぐっ」

　柔肉が彼の分身をきゅうきゅうと締め付けるのに、思わず吐精しそうになったエイダンだが、何とか波をやり過ごす。

「あ、は……、どうしよう、すごい、ここにいるって、感じちゃって――」

　絶頂の波を越えたアデーレは、自身の薄い腹を撫でた。彼を受け入れられた幸福感に酔いしれるその姿に、エイダンは頭のどこかでガチリと鈍鉄が軋むような音を聞いた。

「アデーレ……すまない」

「はい？」

　エイダンの大きな手がアデーレの腰を鷲づかみにする。そしてエイダンは自身の獣欲のままに腰を大きく突き上げた。

「んぁぅっ」

　まだ絶頂の余韻が残る最奥を突かれ、アデーレは細い首を逸らせて悲鳴を上げる。

「お前がっ、可愛いことを、言うのが、悪いっ」

「あぁっ、や、んっ、そんなに、はげ、しっ」

　強く激しく抜き差しされ、アデーレは涙を流しながら、必死にエイダンの身体にすがりつく。身体は悲鳴を上げていたが、求められている実感に心は歓喜の声で埋め尽くされていた。

「エイド、エイドっ」

　このまま壊されても構わない。とさえ思いながら、アデーレは無意識に彼自身をぎゅうぎゅうと締め付ける。足を動かし、彼が動きやすいように、と思ったのが間違いだったのだろうか。挿入角度が微妙に変わり、アデーレは自分も知らない弱点を大きく擦り上げられた。

「ああぁぁっ、エイドっ、それ……っ」

「あぁ、ここかっ」

　うねる蜜壺にエイダンも彼女が最も感じる部分を悟ったのだろう、重点的にそこを刺激するよう、腰の動きを変える。

「だめっ、そこばっかり、したらっ、ああぁぁぁっっ！」

「くっ、出すぞっ」

　なけなしの理性でアデーレの身体を引き離そうとするも、アデーレがそれを拒むように足をからめた。結果、中に思い切り放ってしまい、エイダンの顔が青くなる。

「だいじょーぶ、ですよ。あたしの得意属性思い出してくださいって」

　ぎゅっとエイダンに抱きついたままのアデーレは、にっこりと笑う。

「液体操作はできるんで、問題ないです」

　膝立ちになり、ずるりと力をなくしたエイダンの分身が抜けると同時に、秘裂からごぽり、と白濁が追い出された。

「もったいない、ですけどね」

　恥ずかしげに笑いかけるアデーレに、エイダンの肉杭が再び固さを取り戻していく。だが、これ以上の負担はかけられない、とエイダンはそれを隠すように立とうとした。

「だめ、です。だって、まだ満足してないでしょ？」

「これ以上はアデーレに負担をかけるだけだ。大人しくしていれば――？」

　抱きつくアデーレの腕に、ぐっと力がこもる。

「娼館になんて、行かせませんから」

「行くわけないだろう。今日はお前とデートなのに」

「後で行くかもしれないじゃないですか！　こないだだって見たんですから！」

　ここ最近は通っていない、と反論しかけたエイダンは、「見た」というアデーレの言葉の意味に気がついた。

「単なる巡回だ。アデーレこそ、どうしてあそこに？」

「あたしは……」

　まさか、仕事上知り合った娼館の姐さんに張り型を作る職人を紹介してもらったと今更告白しにくくて、言い淀む。それをエイダンは全く別の意味に捉えた。娼館のある一角には、男娼を擁する店だってある。全然手を出そうとしないエイダンに欲求不満になって買いに行ったのでは？　という見当外れの推論に、彼は思わずアデーレを押し倒した。

「エイド？」

「オレに言えないような疚やましいことがあるのか？」

「やまし……っ!?　いや、でも、疚しい、んですかね」

「ほぅ？」

　エイダンは押し倒した彼女の両手を頭の上でひとまとめにする。

「それは何としても聞き出さなければな」

「え、待ってください、オーロ隊長、顔がその……怖いですよ？」

「エイドと呼べ、と言っただろう？」

　どこか色気を含む圧力に、アデーレの喉の奥が「ひっ」と鳴った。

　――――しばらくのち、全身を紅潮させ息も絶え絶えになったアデーレが、正直に全てを吐露する結果になったのは、当然のことと言える。隊長職は伊達ではないのだ。たとえ、やや淫らな方法であっても、訓練を受けていない相手の口を割らせるなど朝飯前である。

「うぅ、恥ずかしいです……」

「正直に話さないからだろう？」

　少しばかり嗜虐的な笑みを浮かべたエイダンに、アデーレの胸がきゅんと鳴る。

（うぅ、滅多に見れないドＳな微笑み……素敵過ぎる！）

　とはいえ、白状するまで散々あちこちを愛撫された身体は、そんな彼を貪欲に求めてしまっているわけで。

「あの……エイド」

「ん？」

「その、また、いいですか？」

　もじもじと尋ねてくるアデーレが股をすりあわせるようにしているのに、エイダンは先程責め立てたことを思い出す。白状させるためにイカせぬようじっくりと様子を観察しながら、散々に弄り倒したのだ。彼女がこうなってしまうのも仕方ないのだろう。

「いや、だが、先程も言ったようにあまり負担をかけるわけには――」

　意地悪せずに愛撫で上り詰めさせるから、と代案を出したエイダンだが、あっさりと却下された。

「大丈夫ですよ。何度だって受け止められます。これでも体力はあるんですよ？」

　おそるおそるだが、自信満々に胸を張るアデーレの誘いに頷いたエイダンは、今度こそ理性の箍たがが外れないように、そっとアデーレを抱くことにした。ただし、その努力も大して持たなかったのは言うまでもない。
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「はー……、なんか予想以上に爛ただれたデートになっちゃいましたね」

「そういう表現をするな」

　窓の外に見える夕焼けは、そろそろ戻らなければならない刻限だと二人に教えている。

「その……何か、してやれることはないか？」

「？」

　エイダンは自分ばかりがいい思いをして、アデーレに負担を強いてしまったのではないか、と吐露する。確かに、まだ体力の残るエイダンに比べ、アデーレはぐったりと身体をベッドに預けて、少しでもと回復を図っていた。

「でも、して欲しいことは散々……」

　アデーレの欲求不満はすっかり解消されたので、その他に何かあっただろうか、と考えをめぐらす。

「あ！」

「あるのか？」

「隊長に投げられてみたいです！」

「……は？」

　困惑するエイダンに、騎士の練習風景で見た投げ技のことを説明する。

「頭をロックして後ろに……？　あぁ、あれか。だが、そんなことでいいのか？」

「はい！　あんな風にひっくり返されたらどんな感じかなって！」

　わくわくと好奇心に瞳を輝かせる様子に、戸惑いを隠せないながらもエイダンは怪我のないように細心の注意を払いながら、ベッドの上にアデーレをひっくり返す。

「わわわっ！　すごい！　ふわって浮いて、くるって回って！」

　まるで子どものようにはしゃぐアデーレに、エイダンは慌てて視線を逸らした。忘れていたが、彼女はまだ一糸まとわぬ姿だ。胸の頂や、散々つけた赤い所有印がちらついて、せっかく落ち着いた熱が危うく再燃するところだった。

「アデーレ」

「はい？」

　目の毒にならないよう、シーツで彼女の身体を包み、自らの腕の中にすっぽりと閉じ込めてから、エイダンは真剣な声を出した。

「王都に、城に残れる手段がある、と、そう言ったらどうする？」

「あるんですか!?」

「あぁ。と言っても、まだ確定ではないし、アデーレにも負担を強いてしまうかもしれない」

「聞かせてください！」

　エイダンは研究職ではない魔法士の提案について説明した。受けてしまえば試用第一号として選ばれる可能性は高い。だが、それは同時に危険な任務に従事する可能性も高くなるということだ。

「そのくらいでしたら、喜んで！」

「そのくらい!?　危険だし体力的にも厳しいものになるんだぞ？」

　アデーレはエイダンの太い二の腕を、宥めるようにぽんぽん、と軽く叩いた。

「あたしは研究職には向いていませんし、それに、親と一緒に山を歩いていた頃に比べれば変わらない、いえ、むしろ、騎士の戦闘能力を考えればより安全な状況なんじゃないかと思うんです」

「だが――」

「それに、エイドの隣にいられるんですよ？　その提案にのらない方がどうかしてますって」

　頑張って考えてくれたんですよね？　とアデーレが抱きつくと、エイダンは、小さい声で否定した。

「考えついたのはオレじゃない。オレの部下たちだ」

「そうなんですか？」

「あぁ、アデーレが糧食担当と協力してくれたり、新人騎士に指導をしてくれたおかげだ。だから、こういう活路が拓けたのは、アデーレ自身の力だ。オレの力じゃない」

　どこか拗ねたように呟くエイダンを、アデーレは一層強い力で抱きしめた。

「でも、隊長であるエイドが賛同してくれなければ、提案として上に稟議を上げることもできないんでしょう？　ちゃんと意見を汲み取ってくれるって慕われてるんですよ」

「いや、あいつらは――」

　まさか自分とアデーレのことを面白がって賭けにしたり観察対象にしたりしているとは言えず、エイダンは語尾を濁した。

「あたし、頑張りますね」

「アデーレが頑張ると言うと、なんだか不安だ」

「ひどいです。あたしはそんなに変なことしませんよ？」

　頑張った成果として路地裏で咥えられたり、張り型を特注したり、実績があるだけにエイダンは否定も肯定もしなかった。
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「やっぱり無理だったでしょう？　あの大きさではね」

　文官棟へ色々な手続きの書類を受け取りに行ったアデーレは、まるで待ち構えていたような――実際、待ち構えていたのだろう――ロージーと遭遇した。彼女は、アデーレもエイダンと身体を繋げることができなかったと確信しているようだった。

（よく考えたら、この人も未練たらたらよね）

　無視してやり過ごそうかと考えたが、彼女に絡まれているのは自分だけではないことを思い出す。エイダンやアズマンも彼女の口撃に晒されているのだ。まったく鬱陶しいことに。

「いったい何をおっしゃりたいのか分かりませんが、将来的には赤子の頭も通るのに、あれぐらいのモノが入らなくてどうするんですか」

　実際、圧迫感は半端なかったが、という本音を隠し、きっぱりと言い返す。すると、顔を赤くしてわなわなと震えたかと思ったら、踵を返して靴音高く去って行ってしまった。

　なおも言い返されると身構えていたアデーレは拍子抜けしたが、同時に溜飲が下がってすっきりした。

「二度と顔は合わせたくないもんだけど」

　そう彼女の背中に向けて呟くと、本来の仕事に戻っていく。うっとうしいことこの上ないが、また絡まれることがあれば同じように反論してやる、と決意して。

　一方、やり込められたロージーは、騎士棟の方へとまっすぐ向かって行った。目当てはエイダンやアズマン――ではない。

「ちょっと！　ちゃんと口説けって言ったじゃない！」

　人気のない通路に呼び出したのは、ジャンルカという新人騎士だ。かつて討伐任務に同行しているアデーレを口説こうとしたものの、フレイムベアの解体のグロテスクさに敗北した騎士である。ロージーに命令されて彼女を口説いてみたが、あえなく敗れたことを先輩騎士に散々からかわれ、さらに十も年上の隊長と付き合うことになったと知って、若い女性なら簡単になびかせられるという自信もボロボロになった。ロージーに小さな弱みを握られてしまったので、言われるままに口説いただけだったが、結局、割りに合わないことをしたという後悔しか残らなかった。考えようによっては、田舎の平民出身でも、口説き落とせない類いの女性がいるという経験を得たとも言えるが。

「こうなったら、あの女が城に残りづらくなるような方法を――」

　何が実戦重視の魔法士だ。余計に騎士たちとの接点が増えるじゃないか、とロージーは親指の爪を噛む。

「あー、オレやめますわ」

「は!?」

　般若もかくやというほどの憤怒の表情ですごまれ、「おお、怖い怖い」とおどける。

「そんなことが許されると思ってるの？　あんたのことは――」

「いいですよ。言い触らすなら言い触らしても。そしたらこちらもそっちのみみっちい嫌がらせを広めるだけですから」

「……このっ」

　睨まれたジャンルカは肩をすくめた。

「最初はちょっと面白そうかな、って思いましたけど、結局、アンタは隊長と破局した自分を認められなかっただけでしょうに。まぁ、女性のヒステリーや八つ当たりにこれ以上時間を割くのも勿体ないんで」

　言いたいことだけ言って、とっとと去って行く騎士に、残されたロージーは、ダン、と足を踏みならした。

「……んだってのよ！」

　エイダンは自分の相手としては申し分なかった。騎士にしては女性のエスコートもスマートな方だったし、何より将来有望な騎士と付き合う文官ということで、周囲の羨望の眼差しが気持ち良かった。

　順調にいっていたはずなのに、それが崩れたきっかけは些細なものだった。彼の一物が大きすぎて文字通り腰が引けてしまったのである。今後も付き合いを続けていくのならば、あれを何度も受け入れなければならない。そう考えたときに、頭が冷めてしまったのだ。そこまでして隣に置くべき男なのかと。

　そうして別れることになったが、逃がした魚は予想外に大きく、まさか大隊長にまでトントン拍子に出世するとは思わなかった。おかげで、仲間内からは「見る目がない」だの「辛抱が足りない」だのと言われたい放題だ。それでも、どうせアレと付き合えるまともな女なんていない、と思っていたところに、あの憎らしいちんちくりんが現れたのだ。若さだけが取り柄の見習い魔法師ふぜいが、エイダンに懸想しているのは見てすぐに気がついた。だからこそ親切に忠告してあげたし、分相応の相手もけしかけたというのに、それを無視して付き合い始めたときには、腸はらわたが煮えくりかえる思いだった。

「むかつく！　むかつく！」

　どうにかしてあの二人を別れさせなければ、と考えを巡らせながら文官棟へ戻ろうとしたとき、目の前に立ちはだかるように騎士が立っているのに気がついた。

「……あら、私に何か御用かしら、副官サマ」

　ロージーは先程までの憤りの表情を綺麗に消し去り、笑みさえ浮かべて挨拶をする。そんな彼女を、アズマンはいつも通りの冷静な表情で眺めていた。

「えぇ、ちょっと釘を刺しに」

「思い当たることはありませんが、まさか、副官サマは野蛮な真似をする、なんてことはないですわよね？」

「そうですね。女性に対して暴力を振るう、なんてことはしませんよ。ですが、あの二人にちょっかいをかけるのも、そのために若いのを使うのもやめてもらいたいのですよ」

「いったい何のことを言っているのかわかりま――」

「ジャンルカ・ダーウッドから、性悪女と手を切る方法について相談を受けていたのですよ。次にコンタクトを取ってきたら、すぐ報告するようにと言い置いていたので、こうして直接お話する機会を得たわけですが」

　ジャンルカを通してほとんどバレているとわかり、ロージーは取り繕うのをやめた。

「それで？　どうするって言うの？　騎士が文官にケチをつけるのは越境行為じゃなくて？」

「そうやって回る頭を別のことに使って欲しいものですが。今日は警告だけですよ。私もヨソの部署のことまで抱え込みたくはありませんから」

　アズマンは手にしていた書類を無造作に渡す。中身を確認したロージーの顔がみるみる青ざめていった。

「随分と狡猾な手口ですが、証拠はもっときれいに消すべきでしたね」

「こ……これは」

　ロージーの口から乾いた声が漏れる。書類には、ロージーがジャンルカの弱みを握った経緯だけでなく、気に入らない文官を限りなく黒に近いグレーな方法で蹴落としてきたことが報告書としてまとめられていた。すぐさま罪に問われるレベルではないが、明るみに出れば、彼女の出世の道は絶たれるだろう。それだけでは済まされず、閑職かんしょくに回されるかもしれない。

「次は、ありませんよ」

　酷薄な声に、ロージーはへなへなとその場にへたりこむ。

「程々のところで満足しておけばいいものを、欲を掻いて強引に進めるから、そうやってボロが出るんですよ」

　彼女を睥睨へいげいしたアズマンは、踵を返すとそのまま立ち去った。残されたロージーは渡された書類を手に、それを見送ることしかできなかった。
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　ピーーー……と山鳥が高く鳴く声を聞き、エイダンは雲一つない空を見上げた。隊を率いての行軍中だったが、ふと記憶を思い返していた。

「それにしても、もう半年か」

　エイダンが小さな声で呟いたにも関わらず、隣を歩いていたアデーレは即座に「何のことですか？」と聞き返した。

「実戦型魔法士の試験運用が始まってから、だな」

「つまり、あたしが一人前の魔法士になってからってことですね？」

　満面の笑みを浮かべるアデーレに、エイダンは明言はせずに周囲を窺った。まるでデートでピクニックにでも来たようなトーンで会話している二人だが、今は任務中である。王都にほど近い森で、本来ならそこに生息していないはずの危険な魔獣が目撃されたという報せを受けての探査任務であって、決してデートなどではない。決して。

「地図によると、この先に少し開けた場所があるらしい。そこに拠点を作るぞ」

　キリッとしたエイダンの命令口調に内心悶えつつ、アデーレは周囲の騎士たちと声を合わせて了解の返事を口にした。そして、衛生班の騎士に声を掛けられ、エイダンから少し離れる。

　――――半年前、研究一辺倒だった城勤めの魔法士たちに新たな提案がされ、魔法士棟に激震が走った。討伐や調査の補助を専門に魔法を振るう、現場で活躍する実戦型魔法士を試験的に導入するというのである。従軍を命じられて研究の中断を余儀なくされたことのある魔法士も多く、概ね好意的に受け取られたが、その一方で人員を削られるのではないかと怯えた者もいたらしい。最終的に研究職から移った数名と新たに雇用した若干名で、魔法士棟に新たな部署が発足された。もちろん、アデーレもそこに滑り込んでいた。一人前になったばかりの新米魔法士としては異例だったが、そこは嘆願書の効果が抜群だったとしか言いようがない。

「隊長、拠点を設営している間に出す斥候部隊ですが……隊長？」

「あ、あぁ、すまない。どうした？」

　最後方にいたアズマンが近くに来ていたことにも気付いていなかったエイダンに、アズマンはジト目で「公私混同はいけませんよ」と忠告した。

「べ、別にオレは――」

　アデーレが話している衛生班の騎士と距離が近過ぎるんじゃないかとヤキモキしていたことを言い当てられ、エイダンは慌てて否定する。だが、長年副官を務めているアズマンを相手に隠せるはずもないと悟って小さく肩を落とした。

「そこまであからさまに見えたか？」

「さぁ、どうでしょう？　ただ、任務中に私事を持ち込まれるのは示しがつきませんから」

「分かっている」

　騎士は基本的に男ばかりだ。もちろん、女性の騎士もいるが、元々数が少ない上に女性の貴人警護に回されることが多いので、こうした遠征には選ばれない。つまり、今回の編成上、女性はアデーレだけなのだ。本人は全く気にしていないようだが、エイダンとしては他の騎士に言い寄られるんじゃないか、万が一襲われたらどうしてくれよう、と気が気ではないのだ。エイダンとアデーレがそういった関係なのは広く知られているし、エイダン自身も部下に慕われているので、アズマンからしてみれば「杞憂ですね」の一言で終わる。

「アズマン様、斥候せっこう部隊って聞こえたんですけど、あたしも加えてもらっていいですか？」

　戻って来たアデーレの言葉に、エイダンの表情が一気に渋くなる。それをいち早く察したアズマンは、彼の脚を無言で蹴りつけて注意を促した。

「おや、珍しいですね。理由を聞いても？」

「はい。この森で自生している薬草をいくつか手に入れておきたいんです。ここまでは見つけられなかったので、もう少し奥まったところにならあるかと思って」

　アズマンはちらりと隣の隊長の表情を確認した。さすがに不本意丸出しの表情は消えたが、まとうオーラが「否」と告げている。

「斥候は危険が伴う上に不意の戦闘が起きる確率が高いのは知っていますね？　貴女ではまだ戦闘行為には力不足ですので、薬草の特徴を教えてください。斥候部隊に見かけたら採取するよう命じますから」

「わかりました。この任務で使う予定のものではなくて、王都の研究部に渡すものなので、可能ならば根っこから掘り起こしてもらってもいいですか？」

　腰につけたポーチから、絵入りの資料を渡したアデーレは、そのまま衛生班の集まるあたりへと戻って行った。

「……これで良かったんでしょう？」

「すまない」

「それはあとで本人に言ってくださいね。元々、山や森の歩き方を知っているし、斥候部隊に入れても問題ないぐらいには自衛手段も持っているんですよ？」

「すまない」

　僅かでも危険の少ない所で、と考えてしまうのはエイダンのエゴだ。本当なら城で帰りを待っていて欲しいぐらいだがそれでは本末転倒になってしまう。互いに近くにいたいと望んだ結果が実戦型魔法士として従軍につながっているのだから。

「とっとと結婚してしまえばいいんですよ。そうしたら部下たちも変な気を回さずに堂々と動けます」

　エイダンとアデーレの恋を応援する部下たちは、こうした遠征任務のメンバーを事情を知っている者で固めたり、隊長に余計な仕事を回さないようにしたりと、裏で色々と気を配っているのだ。

「けっ、結婚？　……いや、それは、気が早すぎるだろう」

「そうは言っても、既に結婚までの期間をネタに賭けが始まってますよ」

「は？　またか！　またなのか！」

　周囲はそう見ているのか、いやでも……とエイダンがブツブツ呟いている間に、一行は拠点予定地に到着した。

「斥候部隊以外は拠点の設営を！　斥候はオレが率いる。アズマン、ここは頼んだ」

「えぇ、お気をつけて」

　危険な魔獣と遭遇するかもしれないことをふまえ、斥候部隊は少数精鋭だ。

「オーロ隊長！」

　出立しようとするところへ、アデーレが駆け寄って来る。部下たちがニヤニヤ笑いを隠さないままこちらを眺めているのを感じながら、エイダンは「どうした？」と返答した。

「薬草の件、よろしくお願いします。それと、途中、ウサギとか鳥でいいので狩って来てもらえると食事がちょっぴり豪華になりますので」

　あと、と繋げてアデーレは精一杯背伸びをしてエイダンの耳に口を寄せる。

「怪我なく帰って来てくださいね。絶対ですよ」

　わざわざ小声にすることでもないだろうが、隊長の威厳を大事にしてくれたのだろう。ただ、ナイショ話の体勢というだけで、その威厳はある意味崩れてしまっているのには気付いていないのがまた可愛らしい、とエイダンは思う。

「分かった。任せておけ」

　エイダンは右腕を振り上げて「出立！」と勇ましく拠点を後にした。

「心配ですか」

　斥候部隊が見えなくなるまで見送ったアデーレに、アズマンが問いかけた。

「大丈夫だって分かってるんですけど……あんなことはそうそうないと思いますし」

「まぁ、もう少し経験を積めば、貴女も斥候部隊に加わってもらうことになると思いますよ」

「本当ですか？」

「えぇ、回復役を斥候部隊に組み込んだ方が安心ですからね」

　まさかエイダンの過保護で今回は見送ったとも言えず、それでも嬉しそうな表情を浮かべるアデーレをアズマンは満足そうに見つめた。

「ところで、隊長との結婚はいつ頃を考えていますか？」

「けっ……！」

　真っ赤になったアデーレを見て、アズマンは結婚までにはもう少しかかりそうだ、と微笑んだ。そして、後で賭け直しをしよう、と心に決める。副官という地位を最大限に駆使して賭けに勝つ気満々だった。






　――――騎士たちの嘆願によって実現した実戦型魔法士は、この後も徐々にその数を増やし、最終的には研究職とほぼ同数まで膨れ上がることになる。

　そのうちの一人、アデーレ・ウーリーは女性でありながら、野営でいきいきと獣を解体する姿から糧食の魔法士と呼ばれ、遠征任務等におおいに助けとなったということだ。そして、騎士と結婚し、妊娠したことによって第一線からは退くも、その野草や解体の知識を指導する側として長く貢献したという。
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